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今月号の主な内容

第32回斎王まつりの斎王役を菰野町の伊藤暁美さん（前列右から４人目）が務めることとなりました。
【詳しくは本紙８頁をご覧ください。】

年

月号4
2014

●特集：平成26年度予算（町長提案説明、一般会計ほか各会計）…2P～
●まちの話題：新斎王役に菰野町の伊藤さん…………………8P
●まちの話題：第７回美し国三重市町対抗駅伝結果 …………9P
●くらし：平成26年第1回明和町議会定例会ほか……………16P
●ひとまちふれあい企画：各種お知らせほか…………………18P
●明和町行政チャンネル番組表ほか……………………………28P

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容・時間等を予告なく変更する場合があり
ますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容
午前６

７
８
９
10
11

３月２７日（木）～
４月３日（木）

４月３日（木）～
４月１０日（木）

●明和ニュース：①小学校入学式
　　　　　　　②明和町人事異動 ほか
●明 和 コ ラム：第１０回いつきのみや梅まつり
●特　　　　集：第７回美(うま)し国三重市町対抗駅伝

●明和ニュース：①保育所卒園式
　　　　　　　②いつきのみや梅まつりフォトコンテスト ほか
●明 和 コ ラム：第３２回斎王まつり選考会
●特　　　　集：平成２６年度 町政方針

●明和ニュース：①小学校・幼稚園 卒業式
　　　　　　　②人権センター ミニ交流祭 ほか
●明 和 コ ラム：めい姫の小学校探検！～大淀小学校 のりすき体験～
●特　　　　集：町長定例記者会見

４月１０日（木）～
４月１７日（木）

●明和ニュース：①中学校入学式
　　　　　　　②明和町老人クラブ連合会 グラウンド･ゴルフ、ペタンク大会 ほか
●明 和 コ ラム：第３２回斎王まつり選考会
●特　　　　集：ようこそ！めいわツーリスト

４月１７日（木）～
４月２４日（木）

４月２４日（木）～
５月１日（木）

●明和ニュース：①明和町消防団 新入団員辞令交付式
　　　　　　　②明和町中央公民館 開講式 ほか
●明 和 コ ラム：中央公民館講座の紹介５～スケッチ、百人一首かるた会、健康太極拳～
●特　　　　集：町長定例記者会見
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈3月27日（木）～5月1日（木）〉

※放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新します。※特集前５分間は｢ゴーゴーはつらつ体
操｣を放送します。

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検



３
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た
平
成
26
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
26
年
度

予
算
関
係
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
73
億
４
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
３
・
９
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
７
つ
の
特

別
会
計
の
合
計
は
66
億
６
２
４
０
万
円
で
、
全
体
で
前
年
度
比
４
・
１
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道

事
業
会
計
（
企
業
会
計
）
は
７
億
７
１
２
０
万
円
で
、
前
年
度
比
27
・
８
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
１
４
７
億
７
８
６
０
万
円
で
、
前
年
度
比
２
・

８
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
各
会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
本
紙
４
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
第
５
次
総
合
計
画
を
基
本
に
行
政
施
策
を
推
進
】

 
平
成
26
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
と
予
算
の
概
要

　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
自
治

体
行
政
の
運
営
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
平
成
26
年
度
は
町
に

と
っ
て
も
将
来
に
向
け
て
歩
む
べ

き
重
要
な
道
筋
を
選
択
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
年
に
な
る
と
受
け
止

め
、
第
５
次
総
合
計
画
に
定
め
る

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
で
あ
る
「
人

と
地
域
の
活
力
の
創
造
」
を
基
本

理
念
に
、「
歴
史
・
文
化
と
自
然

が
輝
き
快
適
で
こ
こ
ろ
豊
か
な

「
和
」
の
ま
ち
明
和
」
を
目
指
し
、

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
元
気
で
活

力
が
あ
り
、
幸
せ
が
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
施
策

の
具
体
化
に
努
め
ま
す
。

町
長
提
案
説
明

（
抜
粋
）

　
防
災
対
策
は
、
三
重
大
学
と
の

間
で
津
波
避
難
の
あ
り
方
に
つ
い

て
共
同
研
究
を
行
い
、
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
参
画
を
得
て
、
大
淀
・

下
御
糸
地
区
を
皮
切
り
に
津
波
避

難
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
や
防
災
懇
談
会
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
一
環
と
し
て

津
波
避
難
場
所
の
確
保
の
た
め
、

小
学
校
屋
上
へ
の
津
波
避
難
用
階

段
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ラ
の
復
旧
や
救
援
物
資
の
調
達
な

ど
様
々
な
分
野
で
町
建
設
業
協
会

や
町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
災

害
協
定
を
結
ん
で
き
ま
し
た
が
、

巨
大
地
震
で
は
遠
隔
地
と
の
相
互

１
．
防
災
対
策

支
援
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

友
好
提
携
し
て
い
る
群
馬
県
明
和

町
や
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議

会
加
盟
の
島
根
県
津
和
野
町
、
京

都
府
与
謝
野
町
と
も
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
視
点
を
も
っ
て
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
に
着
手
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
向
上
や
地

域
の
防
災
組
織
の
育
成
、
広
域
的

な
視
点
に
立
っ
た
地
方
自
治
体
や

企
業
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
の
拠

点
と
な
る
（
仮
称
）
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
望
ま
し
い

整
備
の
あ
り
方
の
検
討
を
進
め
ま

す
。

　
教
育
施
設
整
備
面
で
は
、
防
災

対
策
を
含
め
た
明
和
中
学
校
、
大

淀
小
学
校
な
ど
の
老
朽
化
対
策
を

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
中
学
校
は

点
在
す
る
施
設
の
有
効
的
な
活
用

方
法
も
含
め
た
整
備
が
望
ま
れ
る

た
め
、
建
設
検
討
委
員
会
で
議
論

い
た
だ
い
た
基
本
構
想
に
基
づ
き

具
体
的
な
建
設
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　
大
淀
小
学
校
に
つ
い
て
は
少
子

化
を
受
け
将
来
の
学
校
規
模
、
学

校
区
の
再
編
成
な
ど
も
含
め
た
詳

細
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
よ
り

専
門
的
な
見
地
か
ら
の
検
討
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
の
少
人

数
化
や
施
設
の
老
朽
化
、
さ
ら
に

は
、
保
育
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る

保
育
所
整
備
等
を
含
め
、
町
の
子

育
て
支
援
対
策
の
一
環
と
し
て
、

こ
ど
も
園
の
完
成
に
向
け
て
進
捗

２
．
教
育
施
策

を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
子
育
て

部
門
を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
統

合
し
２
課
体
制
と
し
、
保
・
幼
・
小
・

中
ま
で
一
貫
し
て
施
策
展
開
が
で

き
る
よ
う
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
で
は
、

昨
年
も
多
く
の
町
民
の
方
が
様
々

な
種
目
で
全
国
大
会
へ
出
場
さ
れ

ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
が
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
と
し
て
も

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一

次
産
業
の
振
興
は
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
農
業
基
盤
整
備
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
化
事
業
の
推
進
の
ほ
か
、

漁
業
振
興
施
策
で
は
下
御
糸
漁
港

改
修
工
事
の
護
岸
工
事
の
完
成
に

向
け
て
進
捗
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

商
工
業
の
振
興
施
策
で
は
事
業
所

設
置
奨
励
金
を
は
じ
め
と
し
た
商

工
業
振
興
対
策
も
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
農
商
工
連
携
が
一
体
と
な

っ
た
６
次
産
業
化
の
起
業
に
対
す

る
支
援
策
の
取
り
組
み
も
進
め
ま

す
。

　
史
跡
斎
宮
跡
に
お
い
て
は
、
歴

３
．
産
業
の
振
興

４
．
史
跡
斎
宮
跡
整
備
の
推
進↖

特集�平成26年度予算
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

津和野町、与謝野町との災害時応援協定を
締結

2



ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

↖史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
基
づ

き
、
散
策
道
や
幹
線
排
水
路
の
整

備
等
、
史
跡
周
辺
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
予

定
し
て
い
る
斎
宮
跡
の
実
物
大
復

元
建
物
の
完
成
に
合
わ
せ
、
近
鉄

斎
宮
駅
北
側
に
改
札
口
と
休
憩
所

の
設
置
や
幹
線
道
路
か
ら
の
誘
導

案
内
板
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
町

外
か
ら
の
来
町
者
の
利
便
性
向
上

を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
史
跡
斎

宮
跡
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
文

化
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
町
全
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た

め
の
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律

を
念
頭
に
、
制
度
の
改
正
に
的
確

に
対
応
し
つ
つ
、
医
療
・
福
祉
・

介
護
事
業
の
施
策
の
推
進
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
、
障
が
い
者

福
祉
施
策
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
に
、
障
が
い
者
福
祉
で
は
様
々

５
．
福
祉
・
生
活
環
境
施
策

な
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
相
談
ニ

ー
ズ
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
相

談
事
業
の
充
実
を
図
り
、
介
護
保

険
制
度
は
要
支
援
の
市
町
へ
移
行

を
踏
ま
え
つ
つ
介
護
予
防
対
策
の

メ
ニ
ュ
ー
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
生
活
環
境
で
は
暮
ら
し
に
直
結

し
た
課
題
で
あ
る
ゴ
ミ
の
減
量
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
業
集
落

排
水
事
業
は
工
事
も
完
了
し
供
用

開
始
し
ま
す
。
新
茶
屋
地
区
の
一

部
で
始
ま
る
宮
川
流
域
下
水
道
事

業
の
整
備
は
、
よ
り
具
体
的
な
整

備
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
狭
あ
い
道
路
・
基
幹

道
路
整
備
な
ど
生
活
環
境
整
備
も

推
進
し
ま
す
。

　
中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
観
点
か
ら
自
主
財
源
の
確
保

や
事
業
の
効
率
化
な
ど
の
行
財
政

基
盤
の
強
化
な
ど
、
常
に
改
革
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
歳
入
は
、
納
税
し
や
す
い
環
境

整
備
や
さ
ら
な
る
徴
収
率
向
上
を

め
ざ
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
ネ
ッ

ト
で
の
電
子
決
済
制
度
を
導
入
し
、

町
外
に
広
く
周
知
を
行
う
こ
と
に

よ
り
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
歳
出
で
は
総
合
計
画
の
施
策
評

価
を
活
用
し
、
事
業
の
見
直
し
を

行
い
支
出
の
適
正
化
・
効
率
化
を

６
．
行
財
政
改
革

め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
公
共
施
設
の
再
配
置
も
含

め
た
整
備
計
画
も
推
進
し
、
効
率

性
に
優
れ
た
行
政
運
営
を
め
ざ
す

と
と
も
に
、
分
か
り
や
す
い
行
政

を
め
ざ
し
、
町
広
報
紙
や
行
政
チ

ャ
ン
ネ
ル
等
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、
地
区
自
治
会
長
会
議
や
日
曜

座
談
会
等
を
活
用
し
て
町
民
の
皆

様
の
声
を
町
政
に
的
確
に
反
映
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
予
算
の
概
要

は
、
一
般
会
計
で
73
億
４
５
０
０

万
円
、
前
年
度
比
で
３
・
９
％
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
前
年
度

予
算
で
は
国
営
宮
川
用
水
第
二
期

工
事
に
か
か
る
負
担
金
を
計
上
し

て
い
た
た
め
で
す
が
、
こ
れ
を
差

し
引
く
と
一
般
会
計
全
体
で
は
前

年
度
よ
り
約
２
億
６
８
０
０
万
程

度
、
予
算
規
模
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
投
資
的
経
費
で
斎

宮
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
工
事
や

斎
宮
・
明
星
小
学
校
の
空
調
設
備

設
置
工
事
、
農
業
集
落
排
水
事
業

の
４
月
か
ら
の
供
用
開
始
に
伴
う

各
施
設
の
接
続
工
事
を
見
込
ん
だ

た
め
、
前
年
度
比
９
・
５
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

予

算

の

概

要

　
補
助
費
等
に
つ
い
て
は
、
６
次

産
業
化
を
め
ざ
す
各
団
体
へ
の
補

助
を
新
た
に
予
算
計
上
し
、
昨
年

度
の
国
営
宮
川
用
水
第
２
期
事
業

負
担
金
を
差
し
引
く
と
、
実
質
は

前
年
度
比
で
２
・
３
％
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

が
増
加
し
、
前
年
度
比
で
５
・
７
％

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
元
利
償
還

に
つ
い
て
は
国
の
交
付
税
措
置
が

１
０
０
％
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
で

は
、
前
年
比
で
４
・
１
％
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
の
電
気
料
金
の
引
き
上
げ
と
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
分
を
各
科
目

の
予
算
で
見
込
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
す
る
歳
入
で
は
、

町
民
税
で
前
年
度
比
２
・
６
％
増
、

固
定
資
産
税
で
は
前
年
度
比
１
・

５
％
増
で
、
町
税
全
体
で
は
前
年

度
に
比
較
し
て
３
・
６
％
増
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比
２
・

８
％
増
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は

前
年
度
比
27
・
９
％
増
を
見
込
み

ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
比
６
・
６
％
減
、
県
支
出
金

は
、
三
重
県
の
緊
急
雇
用
創
出
事

業
が
平
成
25
年
度
で
終
了
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
比
で
３
・

８
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
債
に
つ
い
て
は
、
斎
宮
小
学

校
プ
ー
ル
建
設
な
ど
で
前
年
度
比

４
・
１
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

繰
入
金
は
、
斎
宮
跡
保
存
事
業
特

別
会
計
で
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
に
伴
う
投
資
的
事
業
が
本
格

化
す
る
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
を
取
り
崩
し
財
源
に
充

て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
以
上
が
一
般
会
計
予
算
の
概
要

で
す
。

　
次
に
特
別
会
計
で
は
、
７
つ
の

特
別
会
計
を
合
わ
せ
66
億
６
２
４

０
万
円
で
前
年
度
比
４
・
１
％
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
要
因

と
し
て
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業

に
お
け
る
建
設
事
業
が
概
ね
終
了

し
た
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
企
業
会
計
の
上
水
道
事

業
は
、
７
億
７
１
２
０
万
円
と
前

年
度
比
27
・
８
％
増
と
な
り
ま
し

た
が
、
減
価
償
却
費
と
資
産
消
耗

費
の
増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
平
成
26
年
度
総
予
算

額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
９
つ
の
会
計
を
合
わ

せ
、
１
４
７
億
７
８
６
０
万
円
で
、

前
年
度
比
２
・
８
％
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特集�平成26年度予算
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）
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議会費  
95,112千円  1.3%

 総務費
796,395千円
　10.8%

民生費
2,413,484千円
　32.9%

衛生費  
525,697千円  7.2%労働費  100千円  0.0%

農林水産業費
295,125千円  4.0%

予備費　10,000千円  0.1％

公債費　
757,633千円
  10.3%

 教育費
1,187,467千円
　     16.2%

商工費
61,143千円 
 0.8%

消防費
345,009千円
  4.7%

土木費
857,835千円  11.7%

内  訳
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

8,500千円
8,200千円
2,500千円
6,900千円

21,000千円
24,500千円
3,000千円

※分担金及び負担金
※使用料及び手数料
※財産収入
※寄附金
※繰入金
※繰越金
※諸収入

101,692千円
51,441千円
2,605千円
1,103千円

341,442千円
250,000千円
56,782千円

地方消費税交付金
243,000千円  3.3%

※町税
2,358,316千円
　32.1%

地方交付税
1,850,000千円
　25.2%

その他  879,665千円  12.0%

町債
723,400千円  9.8%

国庫支出金
718,076千円  9.8%

県支出金
459,543千円  6.3%

地方譲与税
113,000千円  1.5%

※印は自主財源

※自主財源＝3,163,381千円  43.07％
　依存財源＝4,181,619千円  56.93％

義

務

的

経

費

予 算 額 

1,382,643

　982,596

　757,633

 3,122,872

　675,186

　　 291,463

　966,649

　1,230,994

    849,083

1,126,107

49,295

7,345,000

そ

の

他

経

費

投
資
的
経
費

特

別

会

計

  予 算 額 

 7,345,000

   844,100

 2,810,600

    27,500

   278,200

   263,000

  2,016,000

   423,000

   771,200

14,778,600

対前年度比

3.9％減

  128.0％増

  11.2％増

2.8％減

78.5％減

6.0％増

  3.4％減

  7.4％増

27.8％増

  2.8%減

特

別

会

計

  予 算 額 

 6,680,000

   343,900

 2,451,100

    31,900

   1,334,000

   244,300

  1,825,300

   389,300

   795,300

14,095,100

対前年度比

  0.2％減

  12.2％減

  4.3％増

34.9％減

154.9％増

15.8％増

  1.7％増

  6.2％増

11.6％増

  7.6%増

　内　　　容

　　人　件　費

　　扶　助　費

　　公　債　費

　　　　小　計

　　補 助 事 業

　　単 独 事 業

　　　　小　計

　　物　件　費

　　補 助 費 等

　　繰　出　金

　　そ　の　他

合　　　　　計　　

構 成 比         

18.8％

   13.4％

　10.3％

　42.5％

　9.2％

　4.0％

　13.2％

　16.8％

　11.6％

　15.3%

     0.6％

 100.0％

■一般会計歳出予算の性質別経費 (単位：千円)

　　  会　計　別

一　   般　   会　   計

　　斎宮跡保存事業

　　国 民 健 康 保 険

　　住宅新築資金貸付事業

　　農業集落排水事業

　　公共下水道事業

　　介　護　保　険

　　後期高齢者医療

水  道  事  業  会  計

総　　　　　　　  計

■各会計の歳入・歳出予算額 (単位：千円)

　　  会　計　別

一　   般　   会　   計

　　斎宮跡保存事業

　　国 民 健 康 保 険

　　住宅新築資金貸付事業

　　農業集落排水事業

　　公共下水道事業

　　介　護　保　険

　　後期高齢者医療

水  道  事  業  会  計

総　　　　　　　  計

■各会計の歳入・歳出予算額 (単位：千円)

24 2523 26平成22
0

60

65

70

75

55

■一般会計歳出予算額(当初)の推移

64
億
０
０
０
０
万
円

66
億
９
６
０
０
万
円

66
億
８
０
０
０
万
円

73
億
4
5
０
０
万
円

76
億
4
5
０
０
万
円

【用語の解説】
■自主財源と依存財源　自主財源とは、町税や使用料・手数料、寄附

金など町が自主的に収入する財源です。依存財源とは、国や県の意思

決定に基づき収入されるものなどで、主なものは地方交付税や国庫支

出金、地方債などです。

■義務的経費と投資的経費　義務的経費とは、任意で削減できない経

費（人件費、扶助費、公債費）です。投資的経費とは、施設整備や道

路建設など、支出が社会資本の形成に向けられるものです。

わたしたちが納める税金がどのように使われるのか。また、まちづくりはどのように行われるのか。一般会計を中心に

平成 26 年度予算のあらましをお知らせします。予算の詳細内容については、総務課（☎ 52・7111）へお問い合わせく

ださい。なお、各グラフの構成比の計は、端数処理によって合計と一致しない場合があります。

平成26年度 一般会計予算

各会計の合計は147億7,860万円
73億4,500万円のまちづくり

一般会計歳入予算 73億4,500万円の内訳一
般
会
計
歳
出
予
算 

73
億
４
５
０
０
万
円
の
内
訳

特集�平成26年度予算
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

【議会費】

議会だより発行� 950千円

【総務費】

行政チャンネル放送� 27,473千円

ふるさと納税事業� 293千円

公共施設等整備事業� 3,670千円

自主防災活動支援事業（研修、資機材整備）� 4,037千円

木造住宅耐震化促進� 3,327千円

住宅用太陽光発電システム設置推進� 1,500千円

自主運行バス（町民バス）� 29,047千円

市民活動支援� 2,400千円

【民生費】

福祉医療費助成� 159,000千円

国民健康保険特別会計繰出金� 86,281千円

後期高齢者医療特別会計繰出金� 268,223千円

障がい者自立支援福祉サービス給付� 263,962千円

老人ホーム入所措置� 21,363千円

人権センター地域福祉・地域交流等� 2,773千円

人権センター改修� 37,800千円

児童手当� 390,000千円

放課後児童クラブ運営委託� 18,294千円

地域子育て支援拠点事業・一時預かり事業費補助

9,000千円

放課後子ども教室事業� 3,600千円

民間保育所等補助・運営援助� 142,599千円

【衛生費】

救急医療事業負担金� 5,527千円

伊勢広域環境組合負担金� 102,489千円

菊狭間環境整備施設組合負担金� 66,345千円

再生資源回収委託・集団回収奨励金� 6,744千円

環境センター運営費� 4,840千円

環境現況調査� 3,700千円

各種がん検診� 22,563千円

予防接種（高齢者インフルエンザほか）� 7,326千円

妊婦・乳幼児健診� 22,368千円

予防接種（四種混合ほか）� 45,804千円

松阪地区広域衛生組合負担金� 66,088千円

合併処理浄化槽設置整備事業補助� 25,296千円

【農林水産業費】

松くい虫防除事業� 791千円

有害鳥獣駆除� 740千円

【平成26年度一般会計 主要事業の概要】 ふるさと水と土・農村環境創造事業� 1,120千円

松阪飯多農業共済事務組合負担金� 17,809千円

地域農産物育成対策� 1,700千円

水田集積事業� 15,840千円

経営安定対策推進事業� 9,918千円

農道舗装工事ほか� 4,500千円

幹線排水路整備・浚渫工事� 5,850千円

県営経営体育成基盤整備� 26,250千円

水産振興対策事業補助� 1,874千円

下御糸漁港水産物供給基盤機能保全事業� 59,000千円

【商工費】

商工業活性化� 6,560千円

企業誘致促進（事業所設置奨励）� 6,820千円

6次産業化農商工連絡等推進� 3,800千円

観光振興（斎王まつり補助ほか含む）� 28,102千円

【土木費】

地籍調査� 8,985千円

幹線・一般道路維持補修工事� 25,000千円

町道改良� 46,000千円

社会資本整備総合交付金事業（坂本前野線、本郷勝見

第二線ほか）� 250,000千円

狭あい道路整備� 123,032千円

都市計画関係業務� 2,301千円

公園管理自治会委託� 2,622千円

公営住宅管理運営� 3,501千円

【消防費】

松阪地区広域消防組合負担金� 316,822千円

消防団活動強化� 3,096千円

消防団資材整備� 1,600千円

【教育費】

中学校建設審議委員会報酬� 170千円

特別支援教育連携推進事業� 1,620千円

幼稚園就園奨励費補助� 759千円

斎宮小学校プール建設� 169,000千円

中学校給食調理業務委託� 15,908千円

小・中学校就学援助� 10,555千円

教育集会所事業� 2,802千円

生涯学習事業� 2,660千円

埋蔵文化財発掘調査事業� 5,000千円

ふるさと会館指定管理委託� 21,850千円

スポーツ振興補助� 4,250千円

総合体育館指定管理委託� 22,000千円

→

→

特集�平成26年度予算
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平成 26 年度特別会計と水道事業会計（企業会計）

予算のあらましは、各グラフと表のとおりです。各

会計予算の詳細内容については、総務課（☎ 52・

7111）へお問い合わせください。なお、各グラフ

の構成比の計は、端数処理によって合計と一致しな

い場合があります。

繰入金  186,992千円
  22.2％

町債  237,100千円
 28.1％

【斎宮跡保存事業特別会計】

県支出金
44,866千円  5.3％

繰越金  10千円  0.0%
諸収入  11千円  0.0%
寄附金    1千円  0.0%

歳出 844,100千円

国庫支出金
375,120千円  
44.4％

総務費  789,680千円  93.6%
　　　　　    土地公有化事業  

　　　　　    123,213千円

　　　　　    歴史的風景維持向上

　　　　　    計画推進費  560,627千円

　　　　　      ほか

公債費
54,420千円
  6.4％

歳入 844,100千円

前期高齢者納付金等
340千円  0.0%
老人保健拠出金
24千円  0.0%

介護納付金  147,860千円  5.3%  

【国民健康保険特別会計】

共同事業拠出金
451,002千円  16.0%

公債費
100千円  0.0%

総務費
2,280千円  0.1%

歳出 2,810,600千円

国民健康保険税
597,066千円  21.2％

保険給付費
1,846,520千円
　65.7％後期高齢者支援金等

328,460千円  11.7%

国庫支出金
564,990千円
  20.1％

療養給付費交付金
216,007千円  7.7%前期高齢者交付金

706,493千円  25.1％

県支出金
177,727千円
  6.3％

共同事業交付金
450.998千円
  16.1％

財産収入  1千円  0.0%
繰入金  86,282千円
  3.1％

繰越金  9,305千円  0.3％
諸収入  1,727千円  0.1%

諸支出金  2,105千円  0.1% 
予備費     5,000千円  0.2%

歳入 2,810,600千円

一部負担金
  2千円  0.0％
    使用料及び手数料
      2千円  0.0％

　

保健事業費  26,909千円  0.9% 
  保健事業費等  4,214千円

  特定健康診査事業費  22,695千円  ほか

繰入金  1,074千円
  3.9%

諸収入  2千円
  0.0%

歳出 27,500千円 住宅新築
資金等貸
付事業費
1,110千円
  4.0%

県支出金
572千円  2.1%

貸付金等償還収入
15,563千円  56.6%

繰越金
10,289千円  37.4%

公債費  26,390千円
         96.0%

歳入 27,500千円

【
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
】

平成26年度 特別会計・水道事業会計予算

特集�平成26年度予算
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）
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【農業集落排水事業特別会計】

歳出 278,200千円

分担金及び負担金
1,001千円  0.4%

公債費
82,677千円
  29.7%
諸支出金
46,525千円
  16.7%

使用料及び手数料
22,615千円  8.1%

町債
58,000千円
  20.9%

財産収入  1千円  0.0%
繰入金  140,047千円  50.3%
繰越金  10千円  0.0%
諸収入  10,002千円  3.6%

事業費
148,998千円
  53.6%
　施設建設事業

　 91,589千円  ほか

歳入 278,200千円

県支出金
46,524千円  16.7%

公債費
124,145千円
  47.2% 歳出 263,000千円

分担金及び負担金
300千円  0.1%

国庫支出金
32,400千円  12.3%
県支出金
1,191千円  0.5%  

町債  51,900千円
  19.7%

繰入金  134,780千円
         51.3%

繰越金  
10千円  0.0%
諸収入    
2千円  0.0%

 事業費  
 138,855千円  52.8%
　宮川流域下水道負担金

　  8,584千円

　施設建設事業費  

　  86,832千円  ほか

歳入 263,000千円

使用料及び手数料
42,417千円
  16.1%

【
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

【介護保険特別会計】

公債費     100千円  0.0%
諸支出金  402千円  0.0%
予備費   1,000千円  0.1%  

歳出 2,016,000千円

保険料  386,991千円
  19.2%

国庫支出金  
455,778千円
  22.6%

支払基金交付金  
560,959千円  27.8%

総務費
47,211千円
  2.3%

県支出金  
286,369千円
  14.2%
財産収入  
1千円  0.0%

   保険給付費
1,915,691千円
      95.0%

繰入金  
318,609千円
  15.8%

繰越金  4,104千円  0.2%
諸収入  3,189千円  0.2%

地域支援事業費  
51,596千円  2.6%
  介護予防事業費

    19,427千円

  包括的支援事業 任意事業

     32,169千円 ほか

歳入 2,016,000千円

後期高齢者医療
広域連合納付金

413,917千円
97.9%  

公債費         1千円  0.0％
諸支出金  202千円  0.0％
予備費   1,000千円  0.2％

総務費
7,880千円  1.9%

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

後期高齢者医療保険料
153,908千円
  36.4%

繰入金
268,223千円
    63.4%

繰越金  864千円  0.2%
諸収入      4千円  0.0%

歳入 423,000千円

使用料及び手数料
1千円  0.0%

歳出 423,000千円

■水道事業会計(企業会計)予算

　区　　分 　　　　　　　　予  算  額

収益的収入
水道事業収益
　営業収益
　営業外収益
　特別利益
収益的支出
水道事業費用
　営業費用
　営業外費用
　特別損失
　予備費

726,500千円
355,753千円
370,746千円

1千円

516,500千円
425,308千円
87,350千円
2,842千円
1,000千円

資本的収入
資本的収入
　企業債
　他会計補助金
　出資金
　工事負担金
　雑収入
資本的支出
資本的支出
　建設改良費
　企業債償還金

88,700千円
26,700千円
8,574千円

46,148千円
7,277千円

1千円

254,700千円
93,836千円

160,864千円

　区　　　分　　　　　　　予  算  額

特集�平成26年度予算
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）
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斎宮跡観光協議会主催 

第10回いつきのみや梅まつり
３月２日、斎宮歴史博物館南側の梅林周辺を会場

に「第10回いつきのみや梅まつり」が開催されまし

た。

このまつりは、梅の花が見ごろを迎えるこの時期

に、町内の各種団体等で構成する斎宮跡観光協議会

が開催しているもので、毎年の恒例行事となってい

ます。

第10回記念企画として梅の苗木プレゼントや、新

企画の平安装束の試着体験、ふれあい動物園、恒例

の梅飛ばし大会、史跡巡りと樹木観察、斎王（いつき）

の舞や特産品販売など多彩な催しが行われました。

また、斎王が梅林から現れて、絵馬奉納や表彰式、

記念撮影会などが行われ、訪れた皆さんは雅やかな

雰囲気を満喫していました。

在
住
の
伊
藤
暁
美
さ
ん
が
斎
王
役

に
選
ば
れ
、
前
回
の
ま
つ
り
で
斎

王
役
を
務
め
た
古
川
み
ゆ
き
さ
ん

（
四
日
市
市
）
か
ら
、
桧
扇
（
ひ

お
う
ぎ
）
が
新
・
斎
王
役
の
伊
藤

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
２
月
23
日
に
子
ど
も

斎
王
役
に
選
ば
れ
た
岡
田
心
海
さ

ん
（
津
市
、
小
学
校
２
年
生
、
学

年
は
３
月
時
点
）
も
と
も
に
紹
介

さ
れ
、
感
想
を
聞
か
れ
た
岡
田
さ

ん
は
「
着
物
は
少
し
重
い
で
す
が
、

嬉
し
い
で
す
。」
と
コ
メ
ン
ト
し
、

伊
藤
さ
ん
は
「
こ
の
場
に
立
た
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
友
達
の

お
か
げ
で
も
あ
る
。
斎
王
役
と
し

て
恥
じ
な
い
よ
う
、
今
か
ら
気
を

引
き
締
め
て
臨
ん
で
い
き
た
い
。」

と
、
ま
つ
り
に
向
け
た
抱
負
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

本
年
６
月
７
日
（
土
）・
８
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
第
32
回

斎
王
ま
つ
り
」
の
斎
王
役
選
考
会

が
、
３
月
９
日
に
い
つ
き
の
み
や

歴
史
体
験
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
選
考
会
に
は
、
事
前

の
書
類
審
査
を
通
過
し
た
県
内
外

の
19
人
が
参
加
。
結
果
、
菰
野
町

【
６
月
７
・
８
日 

第
32
回
斎
王
ま
つ
り
】

　
斎
王
役
に 

菰
野
町
の
伊
藤
さ
ん

　
子
ど
も
斎
王
役
に 

津
市
の
岡
田
さ
ん

絵馬奉納を終えて斎王登場

いつきのみや歴史体験館で行われた選考会の様子

まちの話題
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

子ども斎王役の岡田さんと斎王役に決まった伊藤さん（写真右）
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２
月
16
日
、
津
市
の
県
庁
前
か

ら
伊
勢
市
の
県
営
陸
上
競
技
場
ま

で
の
10
区
間
、
42
・
１
９
５
キ
ロ

を
コ
ー
ス
に
「
第
７
回
美
（
う
ま
）

し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」
が
開

催
さ
れ
、
県
内
の
全
29
市
町
の
チ

ー
ム
が
参
加
し
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。明

和
町
か
ら
も
、
小
学
生
児
童

か
ら
一
般
ま
で
代
表
選
手
が
出

場
。
そ
の
結
果
、
出
場
29
チ
ー
ム

中
19
位
、
町
の
部
で
は
15
チ
ー
ム

中
７
位
、
と
冬
空
の
下
、
沿
道
の

明
和
町
チ
ー
ム

 
町
の
部
で
７
位
と
健
闘

【
第
７
回
美
（
う
ま
）
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
】

声
援
に
応
え
健
闘
し
ま
し
た
。

明
和
町
選
手
団
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
監
督
＝
山
口
勝
司
（
斎
宮
）、

コ
ー
チ
＝
中
川
　
尚
（
山
大
淀
）、

選
手
＝
１
区
（
小
学
生
女
子
、
１
・

28
キ
ロ
）
＝
西
口
陽
菜
（
養
川
）、

後
藤
美
月
（
斎
宮
）、
２
区
（
小

学
生
男
子
、
１
・
85
キ
ロ
）
＝
市

場
匠
人
（
前
野
）、
中
馬
義
貴
（
明

星
）、
３
区
（
中
学
生
女
子
、
３
・

76
キ
ロ
）
＝
岡
本
凪
布
（
坂
本
）、

堀
木
柚
衣
（
有
爾
中
）、
４

区
（
中
学
生
男
子
、
５
・
65

キ
ロ
）
＝
山
口
太
良
（
前
野
）、

髙
柳
　
光
（
金
剛
坂
）、
５

区
（
40
歳
以
上
男
子
、
４
・

６
キ
ロ
）
＝
森
川
雅
夫
（
蓑

村
）、
福
井
健
二
（
斎
宮
）、

６
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
、
６
・

36
キ
ロ
）
＝
長
谷
川
眞
也
（
中

村
）、
西
村
文
太
（
上
村
）、

７
区
（
一
般
女
子
、
２
・
89

キ
ロ
）
＝
森
田
美
月
（
明
星
）、

橘
　
咲
紀
（
明
星
）、
８
区

（
20
歳
以
上
女
子
、
３
・
43

キ
ロ
）
＝
太
田
朱
音
（
明
星
）、

小
出
佐
知
子
（
明
星
）、
９

区
（
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
、
5
・
95
キ

ロ
）
＝
西
尾
美
早
紀
（
明
星
）、

東
谷
美
佑
（
蓑
村
）、
10
区
（
20

歳
以
上
男
子
、
6
・
４
２
５
キ

ロ
）
＝
松
川
　
亮
（
上
野
）、
西

川
晃
久
（
坂
本
）

5 区町の部で区間新を出した森川雅夫さん

明和町チームの選手と関係者の皆さん、お疲れさまでした。写

真は明和町スポーツ推進委員提供

田端繁雄さんに瑞宝双光章（教育功労）
3月6日、長年にわたり、教育の分野で功績のあった田

端繁雄さん（蓑村）に「高齢者叙勲」瑞宝双光章（教育功労）

が、町長より伝達授与されました。

田端さんは、昭和20年、飯南郡西黒部村国民学校に赴

任後、斎宮小学校・上御糸小学校教諭、修正小学校・大

淀小学校・明和中学校教頭、県教育委員会事務局指導課

研修係長を

経て、明星

小学校長を

歴任。

昭和61年3

月に定年退

職されまし

た。

受章おめ

でとうござ

います。

故　中村　修さんに旭日単光章

このほど、元明和町議会議員

の故　中村　修さん（明星・享年

78歳）に「旭日単光章」が贈ら

れました。

中村さんは、平成6年9月に明

和町議会議員に初当選し、以降

４期16年にわたり議員を務めら

れました。

その間に副議長をはじめ、各

常任委員会委員長などを歴任し、

町の主幹産業である農漁業の発展はもとより、防災対策

や教育・福祉の充実に貢献するなど、地方自治の発展に

大きく寄与されました。

田端繁雄さん（写真左）2月24日　町長から伝達されました

故　中村　修さん

まちの話題
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）
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吉
田
守
男
（
囲
碁
）、
大
喜
多
勝
子

（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）、
南
荘
八
（
ス

ケ
ッ
チ
）、
奥
山
正
男
（
ビ
デ
オ
）、

三
宅
恵
子
（
カ
ラ
オ
ケ
）、
山
口
陽

子（
和
裁
）

▽
教
育
長
感
謝
状�

（
敬
称
略
）

　
副
田
豊
（
郷
土
史
）、
須
賀
妙
子

（
書
道
（
か
な
））、
近
田
信
二
（
庭

園
樹
木
）、
奥
井
日
出
子
（
俳
句
）、

瀬
田
と
よ
子
（
押
し
花
）、
作
野
か

を
る
（
古
典
文
学
）、
小
倉
緋
佐
子

（
手
あ
み
）、
大
形
弘（
マ
ジ
ッ
ク
）、

刀
根
美
穂（
武
術
太
極
拳
）

３
月
２
日
、
明
和
町
総
合
体
育

館
で
「
第
16
回
明
和
町
火
災
予
防

啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
３
月
１
日
〜
７

日
の
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
広
く
町
内
の
皆

さ
ん
に
火
災
予
防
へ
の
認
識
を
深

め
て
も
ら
い
、
そ
の
啓
発
を
図
ろ

う
と
明
和
町
消
防
団
（
藪
谷
一
雄

団
長
）
が
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
。

大
会
に
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
家
な
ど
で
つ
く
る
男
女
混
合

20
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
５
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
１
チ
ー
ム
４
人
制

の
リ
ー
グ
戦
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

明
和
町
消
防
団
主
催

火
災
予
防
啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
男
女
混
合
20
チ
ー
ム
が
参
加
・
当
日
は
啓
発
パ
レ
ー
ド
も
】

　
３
月
15
日
中
央
公
民
館
で
公
民

館
講
座
の
閉
講
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
濱
口
行
生
中
央
公
民
館
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
永
年
に
わ
た
り
公

民
館
講
座
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に

町
長
と
教
育
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
授
与
式
の
後
に
は
参
加

者
全
員
で
明
和
町
歌
の
斉
唱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
町
長
感
謝
状�

（
敬
称
略
）

　
髙
山
悦
子
（
詩
吟
）、
西
村
美
穂

子（
民
踊
）、
生
島
信
行（
大
正
琴
）、

中
央
公
民
館
閉
講
式

町
民
バ
ス
）
は
、
運
行
当
初
車
両

（
28
人
乗
り
、
車
い
す
乗
降
設
備

付
）
の
老
朽
化
に
伴
い
１
台
を
更

新
し
た
も
の
で
、
３
月
20
日
か
ら

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
バ
ス
は
車
両
全
体
に
町

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
め
い
姫
」
が
描
か
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

（
☎
52
・
７
１
１
７
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
明
和
町
消
防
団

の
皆
さ
ん
が
町
内
で
火
災
予
防
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
消

防
団
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

結
果
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
チ
ー
ム
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
A
ブ
ロ
ッ
ク
＝
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
、
B

ブ
ロ
ッ
ク
＝
Ｍ
Ｊ
、
C
ブ
ロ
ッ

ク
＝
ボ
ン
ク
レ
ー
Ａ
、
D
ブ
ロ
ッ

ク
＝
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、
E
ブ
ロ
ッ

ク
＝
Ｚ
Ｏ
Ｏ

たくさん参加していただきました

火災予防啓発パレードの様子

まちの話題
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

　
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
あ

る
明
和
町
自
主
運
行
バ
ス
（
明
和

町
民
バ
ス
に
新
車
両
を
導
入

新車両には、めい姫が

車いす乗降設備も 町長が感謝状贈呈

明和町歌斉唱
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。まちの話題
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

卒業証書授与

副田温斗さん（写真右）

４
月
19
日
に

公
民
館
講
座
開
講
式

開
講
行
事
に
は

一
般
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
を

明
和
町
中
央
公
民
館
で
は
、

平
成
26
年
度
公
民
館
講
座
の

開
講
式
と
開
講
行
事
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
開
講
行

事
に
は
、
受
講
生
以
外
の
一

般
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
４
月
19
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

　（
受
け
付
け
＝
９
時
15
分
〜
）

■
場
所

　
中
央
公
民
館
大
集
会
場

■
内
容
と
時
間

　
開
講
式

　
午
前
９
時
30
分
〜
、

　
開
講
行
事

　
講
演
　「
伊
勢
神
宮
と
斎
宮
」

　
講
師�

　
千
種
清
美
さ
ん�

�

（
文
筆
家
、
皇
學
館
大

学
非
常
勤
講
師
）

　
＝
午
前
10
時
〜

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館

（
☎
52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
７
日
、
町
総
合
体
育
館
で

明
和
中
学
校
卒
業
生
２
１
６
人
の

卒
業
式
（
卒
業
証
書
授
与
式
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
国
歌
・
校
歌
斉
唱
や

各
ク
ラ
ス
代
表
者
へ
の
卒
業
証
書

授
与
な
ど
に
続
い
て
、
在
校
生
や

保
護
者
・
来
賓
の
皆
さ
ん
が
見
守

る
中
、
卒
業
生
代
表
の
木
本
　
龍

さ
ん
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て

の
仲
間
の
大
切
さ
や
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
た
答
辞
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。

ま
た
、
町
内
の
６
小
学
校
で
も

３
月
18
日
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

計
２
２
４
人
（
大
淀
21
人
、
上
御

糸
35
人
、下
御
糸
25
人
、斎
宮
80
人
、

明
星
42
人
、
修
正
21
人
）
が
巣
立

ち
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
和
中
学
校
卒
業
式
２
１
６
人
が
巣
立
つ

【
町
内
小
学
校
で
は
計
２
２
４
人
が
卒
業
】

卒業生が入場

２
月
17
日
斎
宮
小
学
校
６
年
の

副
田
温
斗
さ
ん
が
２
月
21
日
～
22

日
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
第
４

回

J
P
T
A
 
A
L
L
 
J
A
P
A
N
 

J
U
N
I
O
R
 
T
E
N
N
I
S
 

T
O
U
R
N
A
M
E
N
T
 U
13

・U
15

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
か

ら
、
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

出
場
に
あ
た
り
副
田
さ
ん
は

「
ベ
ス
ト
16
に
入
る
こ
と
を
目
標

に
、
全
試
合
に
全
力
で
頑
張
り
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
中
井
町
長

は
「
小
学
校
最
後
の
全
国
大
会
な

の
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

～
ご
紹
介
し
ま
す
～

　
全
国
大
会
へ
出
場

平成25年度全国大会等
出場者の結果報告

平成25年12月～平成26年2月に町長の激励を受

けて、全国大会・国際親善大会で健闘された皆さ

んの結果を報告します。

個人の部� （順不同、敬称略）

名　　前 住所 競技名 結果

南草　伊吹 馬之上
第3回くらしき吉備真備杯
こども棋聖戦

予戦
敗退

奥田　真央 斎宮
第27回全国都道府県対抗
中学バレーボール大会

初戦
敗退

宇田　圭吾 斎宮
第27回全国都道府県対抗
中学バレーボール大会

初戦
敗退

副田　温斗 竹川
第４回 JPTA ALL JAPAN 
JUNIOR TENNIS 
TOURNAMENT U13・U15

初戦
敗退
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の
概
要
、
日
常
生
活
に
関
す
る
情

報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で

す
。調

印
後
に
中
井
町
長
は
「
公
民

が
連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
事
業
手
法
に
よ
り
、
分

か
り
や
す
い
カ
ラ
ー
刷
り
の
便
利

帳
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
が

た
い
。」
と
し
、
村
田
社
長
は
「
便

利
帳
な
ど
で
の
行
政
情
報
の
提
供

が
住
民
生
活
を
支
え
、
広
告
を
通

じ
て
産
業
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
作
成
費
用
は
広
告
収
入
で

賄
わ
れ
、
９
月
頃
に
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
か
ら
全
世
帯
に
配
布

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
月
27
日
、
松
阪
市
役
所
に
お

い
て
松
阪
地
区
医
師
会
の
社
会
貢

献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
各
市
町

へ
の
災
害
備
蓄
用
品
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
松
阪
地
区
医
師
会
の

野
呂
会
長
や
関
係
者
が
出
席
し
、

山
中
松
阪
市
長
、
久
保
多
気
町
長

と
中
井
明
和
町
長
が
出
席
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
松
阪
地
区
医
師
会

が
平
成
26
年
度
か
ら
公
益
社
団
法

人
へ
移
行
す
る
こ
と
に
と
も
な
い

行
わ
れ
た
も
の
で
、
各
市
町
に

１
０
０
万
円
相
当
の
防
災
用
・
災

害
用
備
蓄
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

松
阪
地
区
医
師
会
の
野
呂
会
長

は
「
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
公

益
社
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
。
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
が
、
今
後
も
継
続
し
て
行

っ
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し

ま
し
た
。

な
お
、
明
和
町
に
は
血
圧
計
や

ガ
ス
発
電
機
、
簡
易
ト
イ
レ
ハ
ウ

ス
な
ど
の
資
機
材
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

３
月
５
日
、
明
和
町
役
場
に
お

い
て
、
官
民
協
働
に
よ
る
生
活
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
係
る
協
定
書

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
の
村
田
吉
優
代
表
取
締
役
社

長
や
関
係
者
と
町
３
役
、
正
副
町

議
会
議
長
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
暮
ら
し
に
関
す

る
情
報
を
集
め
た
便
利
帳
を
官
民

協
働
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
で
、

役
場
の
窓
口
に
関
す
る
こ
と
や
町

官
民
協
働
事
業
の
調
印
式

【
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行
で
】

松
阪
地
区
医
師
会
か
ら
寄
付

官民協働事業の協定書に調印

松阪地区医師会から目録を贈呈

【
４
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期
】

４
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き
を
除
く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各
第
１
期
分
、
固
定
資
産
税
＝
第

１
期
分

■
納
期
限
＝
４
月
30
日
（
水
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
４
月
28
日
（
月
）
に
振
替
し
ま
す
。

【
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
】

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時
　
４
月
10
日
（
木
）、
４
月
25
日
（
金
）、
各
日
と
も
午
後
５
時
15

分
〜
８
時
30
分
　

■
場
所
と
内
容
　
税
務
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時
　
４
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
　

■
場
所
と
内
容
　
会
計
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
町
税
・
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
税
務
課
（
☎
52
・

７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

４
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
平
日
に

役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時
　
４
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、

事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

http://w
w
w
.to
w
n.m
eiw
a.m
ie.jp/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

まちの話題
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

12



ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

国民年金
のお知らせ

【
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
な
ど
】

国
民
年
金 

　
　
　
手
続
き
が
必
要
で
す

被
保
険
者

種
別
変
更

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た
す

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

３
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
半
の
人
は
、
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
は
「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
（
第
１
号
被
保
険

者
該
当
）
届
」
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
明
和
町
役
場
長
寿
健
康
課

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
松
阪

市
宮
町
17
︱
３
）
で
所
定
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
様

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

を
離
職
し
た
と
き
や
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き

②
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

る
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
際
は
、
印

鑑
、
年
金
手
帳
、
退
職
し
た
日
が

わ
か
る
も
の
（
離
職
票
や
辞
令
な

ど
資
格
喪
失
日
を
証
明
す
る
も

の
）
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の

種
別
変
更
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
明
和
町
役
場
長
寿

健
康
課
（
☎
52
・
７
１
１
６
）、

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
☎

０
５
９
８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
５
２
５
０
円
で

す
。所

得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
全
額
免
除
・
一
部
納
付
】

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

【
平
成
26
年
度
保
険
料
月
額
１
万
５
２
５
０
円
】 

   

保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
、
猶
予
制
度

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
・
諸
要
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
納
付
が
「
全
額
免

除
」
ま
た
は
「
４
分
の
１
」「
半
額
」

「
４
分
の
３
」
の
一
部
納
付
と
な

り
ま
す
。

こ
の
免
除
な
ど
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま

す
。ま

た
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
一
部
が
そ

の
計
算
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
が

無
効
（
未
納
と
同
じ
扱
い
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
学
生
納
付
特
例
】

学
生
の
人
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

【
若
年
者
納
付
猶
予
】

意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納

付
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
全
額
納
付

に
比
べ
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
料
の

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
役
場
長
寿
健
康
課
（
☎
52
・

７
１
１
６
）、
ま
た
は
松
阪
年
金

事
務
所
（
☎
０
５
９
８
・
51
・

５
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

免
除
な
ど
さ
れ
た

         

保
険
料
の
追
納

①
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
会
社
を

離
職
し
た
人
な
ど
と
そ
の
配

偶
者

②
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
（
会
社
員
・
公
務
員

な
ど
）

③
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
（
年
収
１
３
０
万

円
未
満
）

くらし
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町
営
住
宅
２
戸
分
の
入
居
者
を
募
集

【
募
集
期
間
は
４
月
17
日
～
30
日
】

明
和
町
営
住
宅
上
御
糸
団
地
２
戸
分
の
入
居
者
を
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
募
集
期
間
内
に
明
和
町
ま
ち
整
備
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ら
れ
る
こ
と
、
ウ
＝
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被

害
者
、
エ
＝
生
活
保
護
受
給
者
、

オ
＝
戦
傷
病
者
等

⑤
収
入
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

⑥
そ
の
他
「
明
和
町
営
住
宅
管
理
条

例
」
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

■
家
賃
等
　
入
居
者
の
収
入
金
額

等
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

■
選
考
方
法
　
書
類
審
査
お
よ
び

公
開
抽
選
に
よ
っ
て
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

■
入
居
可
能
日
　
平
成
26
年
７
月

１
日
（
火
）

■
優
先
対
象
者
　
前
記
「
入
居
者

資
格
」
を
有
し
、
か
つ
上
表
の
要

件
に
該
当
す
る
世
帯
は
「
優
先
対

象
者
」
と
し
、
優
先
対
象
者
枠
の

１
戸
に
つ
い
て
一
般
対
象
者
に
先

立
っ
て
抽
選
を
行
い
、
優
先
対
象

者
枠
抽
選
に
落
選
し
た
場
合
も
、

再
度
一
般
対
象
者
枠
で
抽
選
に
参

加
で
き
ま
す
。
優
先
対
象
者
に
該

当
す
る
人
は
、
そ
の
資
格
を
証
す

る
書
類
を
必
ず
申
込
書
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
添
付
書
類
が

な
い
場
合
は
「
一
般
対
象
者
」
扱

い
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ま
ち
整
備
課
（
☎

52
・
７
１
１
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
戸
数
等
　
①
募
集
団
地
＝

上
御
糸
団
地
（
明
和
町
大
字
佐
田

地
内
）
②
戸
数
＝
２
戸
（
優
先
対

象
者
枠
＝
１
戸
、
一
般
対
象
者

枠
＝
１
戸
）、
③
間
取
り
＝
２
Ｄ

Ｋ
（
床
面
積
57
㎡
）

■
募
集
期
間
　
４
月
17
日
（
木
）

～
30
日
（
水
）（
土
・
日
曜
日
と

祝
日
を
除
く
）、
受
付
時
間
は
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
申
込
書
の
交
付
は
、
４
月
９
日

（
水
）
か
ら
役
場
ま
ち
整
備
課
窓

口
で
行
い
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
申

し
込
み
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
ま
ち
整
備
課
窓
口
へ
申

込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
必
要
書
類
　
申
込
書
、
住

民
票
、
完
納
証
明
書
、
所
得
証
明

書
、
そ
の
他
必
要
書
類

■
入
居
者
資
格
　
入
居
申
し
込
み

す
る
場
合
は
、
次
の
各
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

①
明
和
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

先
が
あ
る
こ
と

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
こ
と

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と④
原
則
と
し
て
、
同
居
す
る
親
族

ま
た
は
同
居
予
定
の
親
族
が
あ
る

こ
と

※
次
の
ア
～
オ
に
該
当
す
る
人

は
、
単
身
で
も
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
ア
＝
60
歳
以
上（
た
だ
し
、

経
過
措
置
と
し
て
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
を
含
む
）

の
人
、
イ
＝
身
体
障
害
者
（
１
級

～
４
級
）。
た
だ
し
、
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
居
宅

に
お
い
て
そ
の
介
護
が
常
に
受
け

【優先対象者】

区
分 世帯の内容 証明書等

発行者

発行先

母
子
世
帯

20歳未満の子と生計を一にしている

配偶者のない（戸籍上離婚が成立し、

親権を取得している）女子で構成さ

れた世帯（離婚が成立していなくて

もＤＶ（ドメスティックバイオレン

ス）により事実上婚姻が破綻してい

る場合は、母子世帯とみなします）

母子世帯であることが確認できる書

類
市町村役場等

高
齢
者
世
帯

満60歳以上の者及びその親族である

配偶者又は18歳未満の児童もしくは

1級から4級までの身体障害者や最重

度・重度及び中度の知的障害者又は

1級及び2級の精神障害者のみで構成

された世帯

住民票の謄本 市町村役場

心
身
障
害
者
世
帯

身体障害者等の障害者がいる世帯

身体障害者証明書（1～4級）又は身体

障害者手帳の写し。知的障害者（児）

証明書又は療育手帳の写し。精神障

害者証明書（1～2級）又は精神障害者

保護福祉手帳の写し。戦傷病者証明

書又は戦傷病者手帳の写し

福祉事務所長、

身体障害者更

生相談所長、

知的障害者更

生相談所長

町長日曜座談会　4 月 20 日・5 月 11 日
明和町では、町民の皆さんと町

長の直接対話や情報交換を通して、

その声を積極的に町政に取り入れ

ていくため、毎月１回「町長日曜

座談会」を実施しています。4月

と 5月の日程等は次のとおりです。

■日時＝① 4月 20 日（日）　午前

9時〜正午…申込期限＝ 4月 14 日（月）、② 5月 11 日（日）　

午前 9時〜正午…申込期限＝ 5月 7日（水）　■場所＝役

場庁舎 2階　町長室　■対象＝町内に在住する人、または

町内に在住・在勤する人で構成する各種団体・グループな

ど　■申し込み＝所定の申込書に必要事項（希望テーマな

ど）を記入のうえ、防災企画課へ提出してください。（土

曜日と祝日を除く。午前 8時 30 分〜午後 5時 15 分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきます。詳

しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし
広報めいわ            ４月号平成26 年

(2014 年 )

課
（
☎
52
・
７
１
２
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
三
重
県
が
事
業
実
施
す
る
宮
川

流
域
下
水
道
幹
線
管
路
工
事
の
事

業
進
捗
に
伴
い
、
町
で
は
、
公
共

下
水
道
の
事
業
認
可
（
下
水
道
法
、

都
市
計
画
法
）
を
取
得
し
、
平
成

26
年
度
よ
り
次
の
区
域
の
下
水
道

整
備
事
業
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

関
係
自
治
会
の
皆
様
に
は
、
事
業

概
要
説
明
会
の
開
催
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

■
事
業
計
画
区
域
　
大
字
新
茶
屋
、

明
星
、
上
野
地
内

■
計
画
処
理
面
積
　
85
・
２
ha

■
事
業
計
画
年
度
　
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
32
年
度

■
対
象
自
治
会
　
明
星
苑
、
明
星
、

明
星
新
町
、
上
野
、
新
茶
屋
、
新

茶
屋
す
み
れ
団
地
、妻
ケ
広
、大
塚
、

本
郷
、
尾
野

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
家
庭
等

か
ら
で
る
排
水
を
き
れ
い
に
浄
化

し
て
放
流
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

宮
川
流
域
関
連
明
和
町
公

共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
　
合
併
処
理

浄
化
槽
補
助
金
に
つ
い
て

１
　
受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
２
日

（
水
）午
前
10
時
～
４
月
14
日（
月
）

　
郵
送
…
４
月
２
日
（
水
）
～
４

日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

２
　
第
１
次
試
験
日

　
６
月
１
日
（
日
）

３
　
受
験
資
格

　
院
卒
者
試
験
…
30
歳
未
満
で

あ
っ
て
、
大
学
院
修
了
者
及
び
修

了
見
込
み
の
者

　
大
卒
程
度
試
験
…
21
歳
以
上
30

歳
未
満
の
者

※
受
験
資
格
詳
細
に
つ
い
て
は
、

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

４
　
資
料
請
求

　
受
験
案
内
は
、
裁
判
所
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
、
最

寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

人
事
第
一
係

　
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
８
０
５

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
ま
で
お
問
い

裁
判
所
職
員
採
用
総
合
職
試

験
（
院
卒
者
試
験
／
大
卒
程

度
試
験
、
法
律
・
経
済
区
分

／
人
間
科
学
区
分
）
及
び
一

般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

に
つ
い
て

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
（
上
御
糸
・

下
御
糸
地
区
）
に
お
け
る
笹
笛
処

理
場
が
３
月
に
完
成
し
、
４
月
１

日
よ
り
供
用
開
始
し
ま
す
。

�

対
象
区
域
　
佐
田
、馬
之
上
、中
海
、

前
野
、
行
部
、
志
貴
、
田
屋
、
濱
田
、

八
木
戸
、
根
倉
、
坂
本
の
一
部

　
こ
の
処
理
区
域
の
方
は
、
今
後

３
年
以
内
に
、
宅
内
の
排
水
設
備

工
事
を
行
い
、
農
業
集
落
排
水
施

設
（
下
水
道
）
に
接
続
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
は
、
町
が
指
定
す
る
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
店
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。（
申
請
書
の
受
付
は
４

月
１
日
か
ら
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
下
水
道

笹
笛
処
理
場
が
完
成

完成した笹笛処理場

　
浄
化
槽
の
適
正
使
用
の
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
（
お

願
い
）

○�

排
水
管
の
つ
ま
り
な
ど
を
防
止

す
る
た
め
、
ト
イ
レ
の
使
用
後

は
適
量
の
水
を
流
し
て
く
だ
さ

い
。

○�

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

紙
や
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
は
、
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

洗
剤
は
、
適
量
に
使
い
ま
し
ょ

う
。

○�

浄
化
槽
の
装
置
（
ブ
ロ
ワ
）
の

電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
松
阪
地
区
広
域
衛
生
組
合
で
は
、

し
尿
処
理
施
設
の
安
定
し
た
運
転

を
行
う
た
め
、
毎
年
５
月
の
連
休

期
間
に
主
要
基
幹
設
備
の
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
整
備
期
間
中
は
、
く
み
と
り

業
者
か
ら
の
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥

の
受
け
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

連
休
前
後
の
く
み
と
り
の
ご
依
頼

は
、
事
前
に
㈱
明
和
ク
リ
ー
ン
（
☎

52
・
５
５
１
７
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

５
月
の
連
休
の
し
尿
等

受
入
停
止
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
り
河
川

や
海
が
汚
濁
す
る
の
を
防
止
す
る

た
め
、
新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
方
へ
の
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
県
の

制
度
改
正
に
よ
り
、
補
助
金
額
等

の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

（
補
助
金
額
）

○�

転
換
（
単
独
処
理
浄
化
槽
又
は

く
み
と
り
を
廃
止
し
て
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
）

　
５
人
槽�

33
万
２
０
０
０
円

　
７
人
槽�

41
万
４
０
０
０
円

　
10
人
槽�

54
万
８
０
０
０
円

　
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費
補
助

　�

９
万
円
以
内

　
配
管
費
補
助�

６
万
円
以
内

○
転
換
以
外
（
新
築
の
場
合
）

　
５
人
槽�

24
万
円

　
７
人
槽�

30
万
円

　
10
人
槽�

39
万
円

○�

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
認

可
区
域
内

　
５
人
槽
～
10
人
槽

�

設
置
補
助
金
の
み
　
10
万
円

※
な
お
、
補
助
対
象
に
つ
い
て
は
、

設
置
す
る
区
域
・
用
途
・
建
替
等

に
お
い
て
、
要
件
や
特
例
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
上

下
水
道
課
（
☎
52
・
７
１
２
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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課
設
置
条
例
改
正
議
案
な
ど

40
案
件
を
審
議
・
可
決

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
歳
入
と
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
３

１
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
91

億
５
１
３
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
総
務
費
＝
９
３
３
７
万
６
千
円

増
額
　
土
地
購
入
費
増
額
な
ど

▽
民
生
費
＝
２
０
９
２
万
円
減
額
　

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
減
額

な
ど
　

▽
衛
生
費
＝
１
５
７
１
万
９
千
円

減
額
　
伊
勢
広
域
環
境
組
合
負
担

金
、
予
防
接
種
委
託
料
減
額
な
ど

▽
農
林
水
産
業
費
＝
８
２
５
万
４

千
円
増
額
　
県
営
経
営
体
育
成
基

盤
整
備
事
業
（
斎
宮
地
区
）
負
担

金
増
額
な
ど

▽
商
工
費
＝
12
万
円
減
額
　
旅
費

減
額

▽
土
木
費
＝
２
億
４
２
４
万
４
千

円
減
額
　
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
の
減
額
な
ど

▽
教
育
費
＝
１
４
２
８
万
４
千
円

減
額
　
こ
ど
も
園
施
設
用
地
購
入

費
減
額
な
ど

▽
公
債
費
＝
96
万
９
千
円
減
額
　

償
還
金
利
子
減
額
な
ど
　

▽
諸
支
出
金
＝
２
億
７
７
２
万
６

千
円
増
額
　
一
般
財
政
調
整
基
金

積
立
金
増
額
な
ど

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
歳
入
補
正
予
算
の
内
容
は
、
町

税
４
７
８
０
万
８
千
円
増
額
、
地

方
譲
与
税
３
３
０
０
万
円
減
額
、

利
子
割
交
付
金
２
０
０
万
円
減

額
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
１

０
０
万
円
減
額
、
地
方
特
例
交
付

金
３
５
０
０
万
円
減
額
、
国
庫
支

出
金
９
９
４
５
万
７
千
円
減
額
、

県
支
出
金
９
２
０
７
万
４
千
円
増

額
、
財
産
収
入
１
億
３
８
０
０
万

円
増
額
、
繰
入
金
９
８
０
１
万
６

千
円
減
額
、
繰
越
金
１
３
１
３
万

６
千
円
増
額
、
諸
収
入
１
億
１
０

５
５
万
５
千
円
増
額
、
町
債
８
０

０
０
万
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
25
年
度
各
特
別
会
計
と
水

道
事
業
会
計
の
歳
入
・
歳
出
補
正

予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
＝

５
０
２
万
円
減
額
（
総
額
４
億
１

４
７
７
万
円
）
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
事
業
費
減
額
な
ど

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
＝
１

５
５
７
万
円
減
額
（
総
額
26
億
５

６
７
３
万
円
）
保
険
財
政
共
同
安

定
化
事
業
拠
出
金
減
額
な
ど

▽
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
＝
７
０
６
５
万
円
減
額
（
総
額

12
億
２
３
１
９
万
円
）
管
路
建
設

工
事
減
額
な
ど

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
＝

２
２
８
７
１
万
１
千
円
減
額
（
総

額
２
億
２
５
２
７
万
円
）
宮
川
流

域
下
水
道
負
担
金
減
額
な
ど

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
＝
１
億
３

７
０
０
万
円
減
額
（
総
額
19
億
７

８
０
５
万
円
）
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
減
額
な
ど

特
別
会
計
の
補
正

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
＝

81
万
６
千
円
増
額
（
総
額
３
億
９

４
７
５
万
円
）
一
般
会
計
繰
出
金

増
額
な
ど

▽
水
道
事
業
会
計
＝
収
益
的
支
出

43
万
１
千
円
減
額
（
総
額
３
億
６

１
９
４
万
１
千
円
）
企
業
債
償
還

利
息
減
額
な
ど
、
資
本
的
支
出
２

４
６
４
万
２
千
円
減
額
（
総
額
２

億
２
５
０
７
万
２
千
円
）
水
道
管

移
設
工
事
減
額
な
ど

　
そ
の
ほ
か
、
可
決
さ
れ
た
議
案

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

▽
平
成
25
年
度
　
こ
建
―
２
　
森

林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金

事
業
（
木
造
公
共
施
設
等
整
備
）

明
和
町
こ
ど
も
園
整
備
工
事
請
負

契
約

▽
平
成
25
年
度
　
地
域
水
産
物
供

給
基
盤
機
能
保
全
事
業
　
東
護
岸

工
事
請
負
契
約

▽
明
和
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▽
明
和
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

そ
の
ほ
か
の
議
案
等

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
推
進
条
例
の
制
定

▽
明
和
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
と
松
阪
市
と
の
間
に
お

け
る
介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
関

す
る
審
査
判
定
事
務
の
委
託
に
関

す
る
規
約
変
更
に
係
る
協
議
に
つ

い
て

▽
明
和
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認

定
に
つ
い
て

▽
明
和
町
青
少
年
問
題
協
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

▽
土
地
の
処
分
に
つ
い
て

▽
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
及
び

旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
公
共
下
水
道
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
明
和
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
平
成
25
年
度
　
こ
建
―
２
　
森

平
成
26
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
10
日
か
ら
20
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業

会
計
予
算
（
詳
細
内
容
は
本
紙
2
～
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を

は
じ
め
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
の
増
額
な
ど
）、
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
な

ど
を
審
議
し
、
40
案
件
（
議
案
38
件
、
諮
問
１
件
、
発
議
１
件
）
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
26
年 

第
１
回

明
和
町
議
会
定
例
会

一

般

会

計

の

補

正

↖

くらし
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
料
金
　
手
数
料
２
０
０
円
（
多

筆
の
場
合
は
増
額
と
な
り
ま
す
。）

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
課
税
係
固

定
資
産
税
担
当
（
☎
５
２
・
７
１

１
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金

事
業
（
木
造
公
共
施
設
等
整
備
）

明
和
町
こ
ど
も
園
整
備
工
事
請
負

契
約
の
変
更

▽
平
成
25
年
度
　
地
域
水
産
物
供

給
基
盤
機
能
保
全
事
業
　
東
護
岸

工
事
請
負
契
約
の
変
更

▽
明
和
町
道
路
占
用
料
等
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
及
び
土
地
の
処
分

に
つ
い
て
に
対
す
る
附
帯
決
議

（
発
議
）

●
縦
覧
制
度
に
つ
い
て

　
縦
覧
制
度
と
は
、
土
地
や
家
屋

の
納
税
義
務
者
の
方
が
、
ご
自
分

が
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
を
比

較
し
て
、
そ
の
評
価
が
適
正
で
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

■
縦
覧
の
期
間
　
４
月
１
日
～
３

０
日
（
土
曜
日
祝
日
を
除
き
ま

す
。）

■
縦
覧
で
き
る
方
　
町
内
の
土
地

や
家
屋
を
所
有
す
る
納
税
義
務

者
、
同
居
の
家
族
、
相
続
人
及
び

納
税
管
理
人
の
方
。（
上
記
以
外

の
方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
の

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て

ま
た
、
縦
覧
さ
れ
る
際
に
必
要
な

書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
本
人

以
外
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は

事
前
に
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

■
料
金
　
無
料

●�

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
の

方
は
、
ご
自
分
が
所
有
す
る
固
定

資
産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
閲
覧
で
き
る
方
　
町
内
の
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
す

る
納
税
義
務
者
、
同
居
の
家
族
、

相
続
人
、
納
税
管
理
人
及
び
政
令

で
定
め
る
方
。（
上
記
以
外
の
方

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

閲
覧
さ
れ
る
際
に
必
要
な
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
本
人
以
外
の

方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

■
料
金
　
無
料

●
土
地
閲
覧
用
台
帳
に
つ
い
て

　
土
地
閲
覧
用
台
帳
に
は
、
登
記

上
の
地
番
・
地
籍
・
地
目
・
所
有

者
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
閲

覧
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
（
所
有
者
住
所
は
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。）
が
、
１

月
１
日
現
在
の
登
記
内
容
の
た

↖

め
、
最
新
内
容
で
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。（
最
新
の
情
報
は
、
法

務
局
で
確
認
し
て
下
さ
い
。）

な
お
、
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

くらし
広報めいわ            ４月号平成26 年

(2014 年 )

10
時
30
分
～
11
時

■
定
員
　
な
し
、
予
約
不
要

■
内
容
　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど
も
行
い
ま

す
。

◎
赤
ち
ゃ
ん
集
ま
れ
～
！

■
日
時
　
４
月
16
日
（
水
）
午
前

10
時
～
11
時
　

■
内
容
　
手
作
り
玩
具
作
り
　
1

歳
半
ま
で
の
お
子
さ
ん
対
象

■
定
員
　
10
人
、
参
加
を
希
望
す

る
方
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
栄
養
相
談

■
日
時
　
４
月
22
日
（
火
）
午
前

11
時
～
正
午

■
申
し
込
み
　
相
談
を
希
望
す
る

方
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
よ
う
！

■
日
時
　
４
月
22
日
（
火
）
午
前

10
時
～
11
時

■
定
員
　
15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
方
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
。

■
日
時
　
４
月
24
日
（
木
）
午
前

10
時
～
11
時

　
４
月
25
日
（
金
）
午
前
10
時
～

11
時

■
定
員
　
各
10
人
、
参
加
を
希
望

す
る
方
は
電
話
で
申
し
込
み

※
場
所
は
い
ず
れ
も
い
ち
ご
ク
ラ

ブ
で
す
。
詳
し
く
は
、
い
ち
ご
ク

ラ
ブ
（
☎
０
８
０
・
４
１
５
５
・

０
２
９
１
＝
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
、　 http://w

w
w
.

toy
otsu
jid
ou
.com

）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
概
要
】

■
行
事
等
の
対
象
者
＝
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
■
所
在
地
＝
認
可
保
育
所
・
明
和

ゆ
た
か
保
育
園
（
大
字
斎
宮

３
５
３
５
―
1
）
２
階

■
開
所
日
時
＝
土
・
日
曜
日
と
祝

日
・
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前

９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３

時

明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
・
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
は
、
保
育
所

や
幼
稚
園
に
未
就
園
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
各
種
行
事
な
ど
を
通

じ
て
一
緒
に
お
話
し
し
た
り
、
楽

し
く
遊
ん
だ
り
、
ま
た
子
育
て
な

ど
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
で

す
。
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
で
は
、
各
種

行
事
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
あ
そ
ぼ
う
!!

■
日
時
　
４
月
４
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～

■
内
容
　
一
緒
に
お
話
し
た
り
遊

ん
だ
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　
今
回
は
「
お
花
見
」
も
予
定
し

て
い
ま
す
♪

■
申
込
　
予
約
不
要

◎
お
は
な
し
会

■
日
時
　
４
月
10
日
（
木
）
午
前

未
就
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん 

ご
利
用
く
だ
さ
い

明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】
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人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
よ
る
各
種
自
主
運
営
サ

ー
ク
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

（
た
だ
し
会
員
資
格
は
、
人
権
セ

ン
タ
ー
夕
涼
会
、
交
流
祭
等
の
事

業
開
催
時
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。）

○
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
　

■
開
催
日

　
月
２
回
　
第
２
第
４
水
曜

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
ま

で■
参
加
費
　
年
間
３
０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
　
含
む
）

　○
着
付
け
サ
ー
ク
ル
　

■
開
催
日

　
年
９
回
　
開
催
月
の
第
２
土
曜

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
ま
で

■
参
加
費
　
年
間
３
０
０
０
円

　○
パ
ン
作
り
サ
ー
ク
ル
　

■
開
催
日

　
年
８
回
　
開
催
月
の
第
３
火
曜

■
定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
年
間
４
０
０
０
円
及

び
１
回
に
つ
き
材
料
代
１
５
０
０

円○
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
　

　
手
芸
を
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

太極拳サークル着付けサークル

　
現
在
は
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を

使
っ
て
、
か
ご
や
小
物
を
編
ん
で

い
ま
す
。

■
開
催
日

　
毎
週
　
水
曜
日
以
外
の
平
日

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
ま
で

■
参
加
費
　
年
間
２
０
０
０
円
及

び
材
料
代
実
費

　　
各
サ
ー
ク
ル
の
申
し
込
み
は
、

４
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
人
権

セ
ン
タ
ー
に
、
電
話
か
直
接
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　
ま
た
、
開
催
日
程
は
、
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
4
月
2
日
は
、「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
２
０
０
７
年
の
国

連
総
会
に
お
い
て
、
カ
タ
ー
ル
王

国
王
妃
の
提
案
に
よ
り
決
議
さ
れ
、

現
在
、
全
世
界
の
人
々
に
自
閉
症

おしゃべりサロン

今
月
の
人
権
ニ
ュ
ー
ス

人
権
セ
ン
タ
ー
各
種
サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い

【
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
】

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
皆
さ

ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
５
月
11
日（
日
）集
合
＝

午
前
８
時
15
分
　
解
散
＝
午
後
５

時
頃
の
予
定
（
少
雨
決
行
）

■
集
合
場
所
　
近
鉄
斎
宮
駅
、
明

星
駅
（
集
合
場
所
の
各
駅
は
、
参

加
者
が
申
し
込
み
時
に
任
意
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。）

■
行
き
先
と
コ
ー
ス
　
朝
日
町

（
近
鉄
伊
勢
朝
日
駅
か
ら
旧
東
海

道
と
歴
史
を
巡
る
約
５
㎞
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
）

■
参
加
資
格
　
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
人

■
参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
近
鉄

乗
車
券
、
旅
行
保
険
料
、
事
務
費

等
）

■
持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
雨

具
、
タ
オ
ル
等
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

必
要
な
も
の

■
参
加
申
し
込
み
　
４
月
27
日

（
日
）
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま

で
の
間
に
、
参
加
費
を
添
え
て
明

和
町
役
場
１
階
研
修
室
で
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
☎

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、
4
月
2
日
か
ら
8
日
を
発

達
障
害
啓
発
週
間
と
し
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
自
閉
症
を

は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
つ
い

て
、
広
く
啓
発
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
私
達
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
感
性
と
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
認
め
合
い
互
い
に
支

え
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
私
達
は
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
害
に
つ
い
て
、
ま
だ

あ
ま
り
よ
く
知
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
、
よ
り
知
る
こ
と
、

理
解
し
て
い
く
こ
と
が
、
発
達
障

害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
誰
も

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　　
明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
、「
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
（
朝
日
町
）」
の
参
加
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
事

【
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
朝
日
町
）】

 

健
康
ウ
ォ
ー
ク
の

 

　
　
参
加
者
を
募
集

事
前
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、｢

健
全
な

遊
び
の
場｣

を
提
供
す
る
児
童
厚

生
施
設
で
す
。
乳
児
・
幼
児
か
ら

小
学
生
・
中
学
生
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
特
に
、
平
日
の
午
前
は
、

乳
児
・
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子

育
て
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
た

り
す
る
場
を
主
目
的
と
し
て
開
放

し
て
い
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、
将

棋
・
オ
セ
ロ
・
ト
ラ
ン
プ
な
ど
座

っ
て
で
き
る
遊
び
か
ら
、
け
ん
玉
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ド
ッ
チ
ビ

ー
な
ど
体
育
館
で
体
を
使
っ
た
遊

び
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
日
時
　
月
曜
～
土
曜
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

（
た
だ
し
、
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
終
日
休
館
）

　
☎
52
・
２
５
１
９

　
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
開

催
す
る
『
図
画
教
室
』
の
参
加
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

《
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
》

【
図
画
教
室
】

■
内
容
　
１
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な

題
材
で
絵
を
描
き
ま
す

■
開
催
日
時
　
５
月
10
日
（
土
）

以
降
の
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
。

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生

■
募
集
人
数
　
20
人

■
参
加
費
　
無
料

■
申
し
込
み
期
間
　
～
４
月
18
日

（
金
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
４
月
募
集
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
》

【
絵
手
紙
で
春
を
描
こ
う
】

春
の
絵
手
紙
を
描
こ
う
！

■
日
時
　
４
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
対
象
者
　
町
内
在
住
の
小
学
生

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
50
円

■
持
ち
物
　
絵
の
具
セ
ッ
ト
、
春

ら
し
い
も
の
で
描
き
た
い
も
の

子
ど
も
た
ち
対
象�

各
種
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
児
童
セ
ン
タ
ー
】

お気軽に
ご参加を

（
草
花
、
く
だ
も
の
、
若
葉
、
野

菜
な
ど
）

■
申
し
込
み
期
間
　
～
４
月
10
日

（
木
）

絵手紙の作品

【
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
こ
い
の
ぼ
り
】

　
木
に
“
こ
い
の
ぼ
り
”
を
ペ
イ

ン
ト
し
て
、
お
う
ち
に
飾
ろ
う
！

■
日
時
　
４
月
26
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
象
者
　
町
内
在
住
の
小
学
生

～
（
１
～
３
年
生
は
親
子
参
加
で

お
願
い
し
ま
す
）

■
定
員
　
15
人

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
雑
巾
、
汚
れ
て
も
い

い
服
装
（
あ
れ
ば
エ
プ
ロ
ン
）

■
申
し
込
み
期
間
　
～
４
月
18
日

（
金
）

【
人
形
劇
を
み
よ
う
】

　
人
形
劇
団
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
さ

ん
に
よ
る
人
形
劇
「
ち
ょ
ろ
り
ん
　

と
　
と
っ
け
ー
」

■
日
時
　
５
月
10
日(

土)

　
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
象
者
　
未
就
学
児
～
小
学
生
　

30
人
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
内
容
　
ち
ょ
ろ
り
ん
　
と
　
と

っ
け
ー

■
申
し
込
み
期
間
　
～
４
月
30
日

（
水
）

※
い
ず
れ
も
教
室
の
内
容
・
参
加

申
し
込
み
は
、児
童
セ
ン
タ
ー
（
上

村
１
４
１
９
・
☎
52
・
２
５
１
９
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

平成26年度　行事予定

４月
春の絵手紙を描こう

トールペイントで“こいのぼり”！

５月 人形劇『おたまじゃくし』

６月 コーラスを聴こう！歌おう！

７月
絵手紙教室（うちわ作り）

トールペイントで“ふうりん”！

８月 大正琴　演奏会

９月 陶芸教室

10月 英語でハロウィンパーティーをしよう！

11月 絵手紙教室（年賀状）

12月 英語でクリスマスパーティーをしよう！

１月
お正月遊び

トールペイントで“枡に節分”

２月 絵本の読み聞かせ

３月 けん玉、こま、お手玉大会

※�この他にも、未就園児向け親子教室などを開催予定です。
※�上記の表は変更になる場合もありますので、ご了承下さい。

くらし
広報めいわ            ４月号平成26 年

(2014 年 )

人 の う ご き

3 月の人口 2月中の
主な増減

総人口：23,230人 出　生：23人
　　男：11,215人 死　亡：15人
　　女：12,015人 転入等：45人
世帯数：8,476世帯 転出等：46人
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　明和町では、現在休園中の暁幼稚園と、曙幼稚園を統合して、新た
に幼稚園と保育所の機能をあわせ持った『こども園※』を明星地区に整
備すべく事業を進めており、平成27年4月からの開園を予定しています。
　この「こども園」が、広く町民の皆様に親しんでいただける施設と
なるよう、次のとおり名称を募集します。
　多くの皆様の募集をお待ちしています。

募集要領�
■応募資格

　明和町に在住、または勤務・通学されている方々

■応募内容　新たに建設する「こども園」の名称 

※�「こども園」としてのイメージに合う、わかりやすく

親しみのもてる名称 

■応募方法

　次の事項をご記入の上、ハガキ、ＦＡＸ、メールなど

によりご応募下さい。

（1）名称　　　　　（2）その名称の理由

（3）応募者住所　　（4）応募者氏名（ふりがな）

（5）年齢　　　　　（6）電話番号

（7�）職業（学生の場合は学校名、学年を記述してください）

●郵送………〒515-0332　明和町大字馬之上945

　　　　　　明和町教育委員会事務局こども課（あて）

●Ｅメール…kodomo@town.mie-meiwa.lg.jp

●ＦＡＸ……52-7133

●持参………明和町役場２階こども課

■応募規定

　（1）未発表のものに限ります。

　（2�）採用作品の著作権・使用権などは明和町に帰属す

るものとします。

　※個人情報は、明和町において適正に管理します。

■応募締切　平成26年5月30日　必着（当日消印有効）

■発　　表　平成26年7月を予定

　※�受賞者には、直接お知らせするとともに、賞状と粗

品を進呈します。

■賞　最優秀賞……1点

　 　　　　　※審査により決定します。

　その他ご不明な点は、明和町教育委員会事務局こども

課（☎52・7123）までお問い合わせください。

※【参考】�「こども園」（認定こども園）とは幼稚園、保育所等のうち、小学校就学前の子どもに幼児教育・保育を一体的に行う機能と、

地域におけるすべての子育て家庭を対象に、子育て不安に対応した相談活動や、親子の集いの場の提供などを行う機能を備

えるものとして、都道府県から認定された施設のことです。

こども園の名称募集

21
・
５
５
２
２
、
ア
ド
レ
ス

kikaku
-cy
ou
sei@
city
.ise.m

ie.

jp

）
へ

※�

詳
し
く
は
、
縦
覧
場
所
に
配
置

さ
れ
て
い
る
実
施
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

計
画
案
の
縦
覧

　
ビ
ジ
ョ
ン
案
は
、
意
見
募
集
の

期
間
中
、
以
下
の
場
所
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
伊
勢
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。

【
縦
覧
場
所
】

明
和
町
…�

明
和
町
役
場
防
災
企
画

課
窓
口

　
そ
の
他
域
内
市
町
窓
口
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
明
和
町
防
災
企
画
課
（
☎
52
・

７
１
１
２
）

　
伊
勢
市
で
は
、
伊
勢
市
と
近
隣

市
町
と
が
相
互
に
役
割
分
担
し
、

連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

圏
域
全
体
で
必
要
な
生
活
機
能
を

確
保
し
、
地
方
圏
へ
の
人
口
定
住

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

定
住
自
立
圏
構
想
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
度
、
そ
の
取
組
内

容
を
ま
と
め
た
「
伊
勢
志
摩
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
案
」
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

（
必
着
）

■
提
出
資
格

　
伊
勢
志
摩
圏
域
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

※�

伊
勢
志
摩
圏
域
…
伊
勢
市
・
鳥

羽
市
・
志
摩
市
・
玉
城
町
・
度

会
町
・
大
紀
町
・
南
伊
勢
町
・

明
和
町

■
提
出
方
法

　
所
定
の
様
式
（
任
意
で
も
可
）

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
意

見
等
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
伊

勢
市
企
画
調
整
課
（
〒
５
１
６
―

８
６
０
１
伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
７

―
29
、
☎
21
・
５
５
１
０
、

伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
へ
の

意
見
を
募
集

くらし
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

■
参
加
費
　
町
内
１
０
０
０
円
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
４
月
22
日

（
火
）
～
29
日
（
火
・
祝
）

ピ
ラ
テ
ィ
ス

■
日
時
　
５
月
14
日
・
21
日
・
28

日
、
６
月
４
日
・
11
日
（
各
水
曜

日
　
計
５
回
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
場
所
　
総
合
体
育
館
　
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
室

■
対
象
者
　
町
内
・
近
隣
市
町
の

18
才
以
上
の
男
・
女

■
募
集
人
数
　
先
着
10
人

■
参
加
費
　
町
内
１
０
０
０
円
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料
　
１
８
５
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
４
月
10
日

（
木
）
～
17
日
（
木
）

※
受
付
期
間
中
、
総
合
体
育
館
受

付
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
（
幼
児
・

小
学
生
対
象
ス
ク
ー
ル
は
各
学
校

等
へ
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
参
加
費
・
保
険
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

（

総

合

体

育

館

内

☎

52
・

７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
５
月
10
日
・
18
日
・
25

日
、
６
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
・
７
月
６
日

（
各
日
曜
日
（
５
月
10
日
は
土
曜

日
）、
計
８
回
）　
予
備
日
＝
7
月

13
日

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
　
大
淀
小
学
校
　
体
育
館

■
対
象
者
　
町
内
の
小
学
３
年
生

～
５
年
生

■
募
集
人
数
　
先
着
20
人

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
４
月
15
日

（
火
）
～
22
日
（
火
）

女
性
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
５
月
10
日
・
17
日
・
24

日
・
31
日
、
６
月
７
日
・
14
日
・

21
日
・
28
日
（
各
土
曜
日 

計
８
回
）

　
予
備
日
＝
７
月
５
日
・
12
日
・

19
日
・
26
日

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場
所
　
明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者
　
町
内
・
近
隣
市
町
の

初
心
・
初
級
者
の
女
性

■
募
集
人
数
　
先
着
12
人

■
参
加
費
　
町
内
４
０
０
０
円
・

町
外
５
０
０
０
円

■
保
険
料
　
１
８
５
０
円

■
申
込
受
付
日
時�

　
４
月
10
日
（
木
）

～
17
日
（
木
）

PLA
Y

＋ST
A
Y

＆

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

■
日
時
　
５
月
11
日
・
18
日
、
６

月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
、
７
月
６
日(

各
日
曜
日
、

計
８
回
）

　
予
備
日
＝
７
月
13
日
・
20
日
・

27
日

　
①
午
前
9
時
30
分
～
10
時
30
分

②
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分

■
場
所
　
明
和
町
担
い
手
セ
ン
タ

ー■
対
象
者
　
町
内
・
近
隣
市
町
の

４
歳
児
（
年
中
）
～
５
歳
児
（
年

長
）

■
募
集
人
数
　
各
ク
ラ
ス
　
先
着

８
人

■
参
加
費
　
町
内
１
０
０
０
円
・

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
４
月
16
日

（
水
）
～
23
日
（
水
）

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
５
月
11
日
・
18
日
・
25

日
、
６
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・

22
日
・
29
日
（
各
日
曜
日
、
計
８

回
）

　
予
備
日
＝
７
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日

　
①
午
後
12
時
45
分
～
1
時
45
分

　
②
午
後
２
時
～
３
時

　
③
午
後
３
時
15
分
～
４
時
15
分

　
④
午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分

■
場
所
　
明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者
　
町
内
・
近
隣
市
町
の

①
②
小
学
１
～
４
年
生
③
小
学
５

年
生
～
中
学
３
年
生
④
他
の
ス
ク

ー
ル
等
で
習
っ
て
い
る
人

■
募
集
人
数
　
①
～
③
は
各
ク
ラ

ス
先
着
12
人
　
④
は
先
着
18
人

■
参
加
費
　
町
内
１
０
０
０
円
・

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
４
月
15
日

（
火
）
～
22
日
（
火
）

剣
道
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
５
月
12
日
・
15
日
・
19

日
・
22
日
・
26
日
・
29
日
、
６
月

２
日
・
５
日
・
９
日
・
12
日
・
16

日
・
19
日
・
23
日
・
26
日

　（
各
月
・
木
曜
日
、
計
14
回
）

　
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

■
場
所
　
総
合
体
育
館
　
剣
道
場

■
対
象
者
　
町
内
の
５
歳
児
（
年

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

明 和 町
体育協会

長
）
～
中
学
３
年
生

■
募
集
人
数
　
先
着
20
人

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
保
険
料
　 

８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時�

　
４
月
17
日
（
木
）

～
24
日
（
木
）

剛
柔
流
空
手
道
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
５
月
14
日
・
21
日
・
28

日
、
６
月
４
日
・
11
日
（
各
水
曜

日
　
計
５
回
）

　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
場
所
　
総
合
体
育
館
　
柔
・
剣

道
場

■
対
象
者
　
町
内
の
５
歳
児
（
年

長
）
～
中
学
３
年
生

■
募
集
人
数
　
先
着
20
人

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
４
月
17
日

（
木
）
～
24
日
（
木
）

 

キ
ッ
ズ
・
エ
ア
ロ

■
日
時
　
５
月
15
日
・
22
日
・
29

日
、
６
月
５
日
・
12
日
（
各
木
曜

日
　
計
５
回
）

　
①
午
後
４
時
～
４
時
45
分

　
②
午
後
４
時
45
分
～
５
時
30
分

■
場
所
　
総
合
体
育
館
　
ロ
ビ
ー

■
対
象
者
　
町
内
・
近
隣
市
町
の

①
３
歳
児
（
年
少
）
～
５
歳
児
（
年

長
）
②
小
学
１
年
生
～
６
年
生

■
募
集
人
数
　
各
ク
ラ
ス
先
着
20

人

お知らせ
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お知らせ
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

明
和
町
で
は
、
環
境
美
化
啓
発

や
、
町
内
不
法
投
棄
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

「
明
和
町
環
境
美
化
協
力
員
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

環
境
美
化
協
力
員
制
度
は
、
不

法
投
棄
を
抑
制
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
健
康
で
快
適
な
生
活
が
で
き

る
社
会
環
境
の
創
造
、
そ
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
公
衆

衛
生
に
対
す
る
関
心
・
清
掃
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
創
設
し
た
も
の
で
す
。

環
境
美
化
に
関
心
の
あ
る
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
協
力
員
に
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
職
務
内
容
　
お
お
む
ね
次
の
と

お
り
で
す
。
①
清
掃
事
業
に
つ
い

て
の
地
域
住
民
に
対
す
る
啓
発
、

②
不
法
投
棄
に
対
す
る
監
視
お
よ

び
通
報
、
③
土
地
ま
た
は
建
物
の

環
境
美
化
啓
発
・
町
内
不
法
投
棄
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

 

環
境
美
化
協
力
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の

                         

登
録
者
を
募
集

５
月
６
日
に 

大
淀
海
水
浴
場
で

大
淀
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

【
大
淀
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
主
催
】

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後が標準河川水）、
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生物の働きによって分解されると
きに消費される酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中
に浮遊している微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量
で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝m g /ℓ

三
河
川
の
水
質

ＢＯＤ

7.7

9.9

10.0

4.4

5.2

6.8

7.6

7.6

6.9

祓　川（下御糸橋） 1.1

1.3

1.3

笹笛川（八木戸橋）

大堀川（大堀川橋）

河川名
ＰＨ ＳＳ ＤＯ

項　　　目

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上

8.5以下
3.0以下 25.0以下 5.0以上

採水日 （平成２６年２月５日）

管
理
が
甚
だ
し
く
不
衛
生
で
、
地

域
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
場

合
の
通
報
、
④
そ
の
ほ
か
、
清
掃

保
持
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
の

通
報
、
⑤
必
要
に
応
じ
て
開
催
す

る
情
報
お
よ
び
意
見
交
換
会
な
ど

へ
の
参
加

■
登
録
資
格
　
町
内
在
住
で
、
清

掃
問
題
に
深
い
関
心
を
持
つ
満
20

歳
以
上
の
人

■
任
期
　
特
に
設
け
ま
せ
ん

■
報
酬
な
ど
　
①
報
酬
は
支
給
し

ま
せ
ん
、
②
帽
子
・
腕
章
な
ど
を

貸
与
し
ま
す
。

■
登
録
方
法
　
所
定
の
登
録
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
人
権

生
活
環
境
課
へ
提
出

※
登
録
申
請
書
は
、
人
権
生
活
環

境
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、明
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

http://w
w
w
.tow
n
.m
eiw
a.m
ie.

jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
登
録
募
集
　
随
時
受
け
付
け

（
土
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

日
ご
ろ
か
ら
定
期
的
な
海
岸
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
機
関
紙
の
発

行
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
「
大
淀
（
お
い
ず
）
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
（
西
岡
　
厚
代
表
）」

で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
「
大

淀
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

戦
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
海
岸
の
清
掃
作
業
の
ほ

か
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
期
日
　
５
月
６
日
（
火
）

※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
中

止
し
ま
す
。
中
止
の
場
合
は
当
日

午
前
７
時
に
明
和
町
防
災
無
線
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
場
所
　
大
淀
海
水
浴
場
・
同
休

憩
所
付
近

■
内
容
・
時
間
等
　
①
受
付
＝
午

前
８
時
〜
（
大
淀
海
水
浴
場
休
憩

所
付
近
）、
②
清
掃
作
業
＝
午
前

９
時
15
分
〜
（
大
淀
海
水
浴
場
）、

③
イ
ベ
ン
ト
＝
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
３
時
（
同
休
憩
所
付
近
）

■
後
援
　
明
和
町
、
三
重
県

■
そ
の
他
　
軍
手
や
ご
み
袋
な

ど
、
清
掃
作
業
に
必
要
な
も
の
は

当
日
受
付
時
に
配
布
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

１）

■町内の治安情勢 （平成２６年１月１日～３１日、 概数）

手　　　　口 件数（前月比） 手　　　　口 件数（前月比）

空き巣ねらい

忍び込み

部品ねらい

車上ねらい

オートバイ盗

自転車盗

その他

合　　計

３（

１）１（

７）１６（

５）２０（

－４）０（

０）０（

０）０（

０）０（

■最大震度別地震回数 （平成２６年２月１日～２８日）

震　度

全　国

明和町

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

※役場に設置の計測震度計による。

 ※

84 48 10 4 0 ０ ０ ０ ０ 146

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

前 年 比（累計）

交通事故総件数

人身事故件数

負傷者数

死 者 数

物損事故件数

５７件

９件

１７人

１人

４８件

５７件

９件

１７人

１人

４８件

－１６件

－５件

－１人

０人

－１１件

■町内の交通事故発生状況 （平成２６年２月１９日現在）

平成２６年１月
か ら の 累 計

平成２６年 １月
( 概 　 　 数 )
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。お知らせ
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

　
ま
た
、
狂
犬
病
の
集
団
予
防
注

射
は
、
獣
医
師
に
よ
る
注
射
を
別

途
受
け
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、

必
ず
こ
の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
集
合
注
射
の
日
程
に
ご
都
合
の

合
わ
な
い
方
は
、
お
近
く
の
動
物

病
院
に
て
予
防
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
　
生
後
３
ヶ
月
（
91
日
）

以
上
の
犬

■
持
ち
物
な
ど

　
①
畜
犬
登
録
（
未
登
録
の
人
の

み
）
…
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

　
②
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
（
毎

年
）
…
予
防
注
射
料
３
２
０
０
円

　
問
診
は
が
き
（
登
録
犬
の
み
送

付
済
み
）

※
登
録
手
数
料
・
予
防
注
射
料
は
、

で
き
る
限
り
お
釣
り
が
い
ら
な
い

よ
う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
明
和
町
で
は
咬
傷
事
故

等
の
責
任
は
一
切
負
い
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・
７

１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
町
で
は
、
平
成
26
年
度
の
畜
犬

（
飼
い
犬
）
登
録
と
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

　
生
後
３
ヶ
月
（
91
日
）
以
上
の

畜
犬
は
「
犬
の
一
生
涯
で
１
回
」

の
登
録
と
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
畜
犬
登
録
は
、
未
登
録
の
場
合

の
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

畜
犬（
飼
い
犬
）登
録
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

�

【
４
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
　
町
内
各
所
で
】

■日時・場所

日　　時 場　　所

4月
  9日（水）

午前  9時00分～10時00分 北野公民館

午前10時30分～11時30分 牛葉公民館

午後  1時00分～  2時00分 金剛ヶ丘中央公園

10日（木）

午前  9時00分～10時30分 みいと会館

午前11時00分～12時00分 上御糸ふれあい会館

午後  1時30分～  3時00分 明星会館

11日（金）
午前  9時00分～10時00分 有爾中区公民館（旧さくら会館）

午前10時30分～12時00分 大淀会館

◎
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会
」
の

参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
、

家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
か
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
26
日
（
土
）　
午

前
10
時
〜
正
午

■
場
所
　
伊
勢
市
西
豊
浜
町

６
５
３
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ■
持
ち
物
　
フ
タ
付
き
の
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝

70
セ
ン
チ
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

■
定
員
　
30
人
（
一
家
族
一
人
）

■
参
加
費
　
無
料

※
４
月
10
日
（
木
）
よ
り
申
し
込

み
受
付
を
開
始
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。
参
加
申
し

込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
伊
勢
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
９
６
・

38
・
２
８
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

◎
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

「
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
」
の
参
加

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
習
会
・
教
室
参
加
者
募
集 

す
。
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
に
同
教
室

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
コ
ー
ス
と
日
時
　
①
コ
ー
ス
＝

６
〜
11
月
の
第
１
・
第
３
木
曜
日
、

②
コ
ー
ス
＝
６
〜
11
月
の
第
２
・

第
４
水
曜
日
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ■
持
ち
物
　
裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ミ
シ
ン

■
定
員
　
各
コ
ー
ス
10
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
、
抽
選
日
時
＝
５
月
13
日

（
火
）　
午
後
１
時
30
分
か
ら
公
開

抽
選
）

■
参
加
費
　
１
２
０
０
円

■
参
加
申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
５
月
７
日（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
伊
勢
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
〒
５
１
５
―

０
５
０
５
　
伊
勢
市
西
豊
浜
町

６
５
３
）
へ
郵
送
で
申
し
込
み

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
９
６
・
38
・

２
８
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（有料広告）
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お知らせ
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時　① 4月 8日（火）、② 5月 13 日（火）　時間は、

各日とも午前 10 時〜正午・午後 1時〜 3時

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、人権生活環境課環境・住民協働係（☎ 52・

7117）へお問い合わせください。

４月と５月の「消費生活相談」窓口の開設
■日時と内容　① 4月 7日（月）　午前 9時 30 分〜正午＝

行政相談・心配ごと相談、② 4月 21 日（月）　午後 1時

30 分〜 4 時＝心配ごと相談、③ 5月 7 日（水）　午前 9

時 30 分〜正午＝行政相談・心配ごと相談、④ 5月 19 日

（月）　午後 1時 30 分〜 4時＝心配ごと相談

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎ 52・7056）へお

問い合わせください。

４月と５月の行政相談・心配ごと相談

が
ん
は
、
早
期
発
見
や
治
療
に

よ
っ
て
治
る
可
能
性
が
大
き
く
高

ま
る
と
と
も
に
、
患
者
の
肉
体
的
・

精
神
的
・
経
済
的
負
担
の
軽
減
も

期
待
で
き
ま
す
。

明
和
町
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
年
に
一
度

は
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
程
等
　
左
表
の
と
お
り

各
種
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　
予
約
は
4
月
14
日（
月
）か
ら
開
始

【
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み
受
け
付
け
】

■
受
診
予
約
受
け
付
け
　
４
月
14

日
（
月
）
以
降
（
土
曜
日
と
祝
日

を
除
く
）、
長
寿
健
康
課
（
☎
52
・

７
１
１
６
）
へ
申
し
込
み

※
各
種
が
ん
検
診
は
、
定
員
に
な

り
次
第
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を

締
め
切
り
ま
す
。

※
年
間
の
各
種
が
ん
検
診
に
つ
い

て
、
随
時
受
診
予
約
の
申
し
込
み
が

■各種がん検診の日程等　※詳しくは、別途配布するチラシをご覧ください。

日と場所 内容と時間 対象と定員 料金

  4月24日（木）

  5月11日（日）

  6月28日（土）

  7月24日（木）

  8月31日（日）

  9月26日（金）※1

10月13日

（月・祝日）

11月30日（日）

H26.

  2月  6日（金）※2

  2月  8日（日）※3

胃がん検診
午 前8時 か

ら11時

40歳以上、

40人
1,000円

乳
が
ん
検
診

①エコー検査
・午前9時30

分から11時

・午後1時か

ら2時30分

（日程によ

り時間が異

なります。）

20歳以上、

50人
900円

②マンモグラフィ

検査※4

40歳以上で

昭和偶数年

生 ま れ の

人、50人

900円

子宮頸がん検診
午 後1時 か

ら2時30分

20歳以上、

80人
900円

※１　胃がん検診のみ実施（国民健康保険の特定健康診査と同時実施）

※２　胃がん検診のみ実施

※３　乳・子宮がん検診のみ実施（若人健診と同時実施）

※４�　乳がん検診のマンモグラフィは２年に１度の受診で、平成２６年度は昭和の偶数

年生まれの人が対象です。無料クーポン対象者の人は、マンモグラフィ検査が無料

となり、対象者には6月末頃に個人通知します。

で
き
ま
す
。
年
間
日
程
等
、
詳
し
く

は
別
途
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
長
寿
健

康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
４
月
８
日

（
火
）
＝
平
成
24
年
９
月
生
ま
れ
　

②
５
月
13
日
（
火
）
＝
平
成
24
年

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児
　
①
４
月
11
日

（
金
）
＝
平
成
23
年
９
月
生
ま
れ
　

②
５
月
９
日
（
金
）
＝
平
成
23
年

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
４
月
22
日

（
火
）
＝
平
成
22
年
９
月
生
ま
れ
　

②
５
月
27
日
（
火
）
＝
平
成
22
年

 

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

   

場
所
は 

い
ず
れ
も

   

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者
　
４
月
17
日
（
木
）・

５
月
22
日
（
木
）
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

　
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。
受

付
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
産
後
ヨ
ガ
教
室
】

■
日
・
対
象
者
　
４
月
15
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
内
容
　
産
後
に
や
さ
し
い
ヨ
ガ
　

■
講
師
　
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ー
ナ
　

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ

ル
各
１
枚
、動
き
や
す
い
服
装
（
素

足
の
で
る
も
の
）、
水
分
補
給
な

ど■
申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
福
祉

保
健
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ
　

※
先
着
15
人
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。お知らせ
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
南
伊
勢
（
伊
勢
市
小
俣

町
明
野
６
８
５
　
☎
37
・
３
１
２

１
）
ま
で

　
職
業
能
力
の
向
上
に
必
要
な
知

識
・
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
的
と
し

て
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

※�

三
重
県
が
実
施
し
て
い
る
「
美

し
国
お
こ
し
・
三
重
」
の
取
組

の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
地
域
を
よ

り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
活

動
を
行
う
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

主
体
と
な
っ
た
自
発
的
な
地
域

づ
く
り
団
体
を
「
パ
ー
ト
ナ
ー

グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
相
続
・
登
記
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
等
の
多
重
債
務
問
題
、
成
年
後

見
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
17
日
（
木
）　
午

後
６
時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分

ま
で
に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所
　
松
阪
市
日
野
町
７
８
８
　
　

カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
松
阪
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
竹
田
　

 

司
法
書
士
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

　
竹
の
都
・
明
和
農
業
生
産
研
究

会
（
米
沢
正
郎
代
表
）
で
は
、
美

し
（
う
ま
し
）
国
お
こ
し
・
三
重

実
行
委
員
会
「
縁
博
み
え
」
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
実
施
日
時
　
４
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
決

行
）

■
実
施
場
所
　「
竹
の
都
・
明
和
」

農
業
生
産
研
究
会
倉
庫
（
明
和
町

大
字
平
尾
３
６
８
番
地
）

■
参
加
費
　
５
０
０
円
（
小
学
生

以
下
無
料
）
昼
食
付
き

■
内
容

○�

竹
粉
団
子
な
げ
（
田
ん
ぼ
）、

炊
き
込
み
ご
飯
（
竹
の
茶
碗
を

作
り
ま
す
）、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
（
楽
器
、
ダ
ン
ス
、
太
鼓
な

ど
）

○�

当
日
は
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で

参
加
く
だ
さ
い
。

○�

水
筒
、
手
袋
、
タ
オ
ル
、
シ
ー

ト
な
ど
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
竹
の
都
・
明
和
農

業
生
産
研
究
会
　
米
沢
代
表
（
☎ 

０
９
０
・
７
９
１
２
・
６
９
７
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
美
し(

う
ま
し
）
国
お
こ
し
・
三
重
パ
ー
ト
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
イ
ベ
ン
ト
お
知
ら
せ
】

縁
博
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
４

　「
竹
の
都（
明
和
）・
竹
粉
栽
培
農
業
ま
つ
り
」

コース名 日程 定員 受講料

有接点シーケンス制御の実践技術 4月16～18日　3日間 10 12,500円

有接点シーケンス制御による電動機制御の実務 5月13～15日　3日間 10 13,800円

ＮＣ旋盤（プログラム～加工編） 5月19～22日　4日間 10 15,500円

精密測定技術（長さ測定編） 5月27～28日　2日間 12   6,700円

２次元ＣＡＤ～ＡｕｔｏＣＡＤ～ 6月  4～  6日　3日間 10 11,300円

半自動アーク溶接実践技術（各種姿勢編） 6月  7～  8日　2日間 10 10,700円

ＴＩＧ溶接実践技術（ステンレス鋼板材編） 6月21～22日　2日間 10 11,000円

マシニングセンタ（プログラミング～加工編） 6月24～27日　4日間 10 15,500円

旋盤実践応用技術 ( ねじ切り加工編） 7月  1～  3日　3日間 10 15,000円

PLC 制御の回路技術～三菱 FX編～ 7月15～17日　3日間 10 10,800円

鉛フリーはんだ付け技術 7月30～31日　2日間 10 14,100円

※�旋盤実践応用技術（ねじ切り加工編）、ドリル研削実践技術、フライス盤精密加工技術、等の

コースも実施しております。

豊
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

松
阪
市
及
び
松
阪
地
区
歯
科
医

師
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
歯
の
健

康
ま
つ
り
２
０
１
４
」
を
６
月
８

日
（
日
）
午
後
０
時
15
分
か
ら
子

ど
も
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。

こ
の
中
で
「
親
と
子
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
者
の
表
彰
」

を
行
な
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
平
成
25
年
４
月
１
日

～
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
３
歳

６
か
月
健
診
を
受
診
さ
れ
た
人
で
健

康
で
よ
い
歯
を
お
持
ち
の
親
子

　
注
：
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
（
松

阪
地
区
歯
科
医
師
会
会
員
の
診
療

所
）
の
推
薦
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
が
な
い
場

合
は
、
近
隣
の
歯
科
医
院
を
ご
紹

介
致
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
申
込
先
　
松
阪
地
区
歯
科
医
師

会
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

（
月
曜
～
土
曜
）　
☎
０
５
９
８
・

26
・
４
８
０
３

■
締
切
り
　
４
月
21
日
（
月
）　

午
後
３
時
ま
で

「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
参
加
者
募
集
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お知らせ
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）

「ふるさと納税制度」は、ふるさとを応援したいという

みなさんのお気持ちを「寄附」を通じて実現できるよう、

寄附金税制を拡充し、寄附をしやすくした制度です。

明和町などに対する寄附金のうち、適用下限額を超え

る部分について、一定の限度額まで所得税と個人住民税

を合わせて全額控除されます。

ふるさと納税を 1万円以上寄附していただいた町外の

方には、町特産品の詰め合わせや広報紙をお贈りしてい

ます。

特産品の内容は、ちりめんせんべい、伊勢ひじき、御

絲織の小物やめい姫グッズなどとなっています。（時季に

よって特産品の内容は変わります。）

多くの方に制度をご活用いただけるよう、お知り合い

にご紹介いただくなど町を応援いただきますようお願い

します。

※�寄附の方法など、詳しくは、防災企画課（☎ 52・

7112）へお問い合わせください。

　明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有

料広告を次のとおり募集しています。

　有料広告の掲載申し込みは、原則として年度内分・掲

載枠分を先着順で受け付け、広報発行月の前月１日に締

め切ります。

　募集要件など詳細内容については、防災企画課（☎

52・7112）へお問い合わせください。

【広告枠の大きさと広報紙発行１回あたりの掲載料金】

■裏表紙面（４色印刷）

　①縦4.35㎝×横8.75㎝＝7千円

　②縦4.35㎝×横   18㎝＝1万4千円

■中面（２色印刷）

　①縦4.35㎝×横8.75㎝＝5千円

　②縦4.35㎝×横   18㎝＝1万円

ふるさと納税（ふるさと寄附）にご協力をお願いします 明和町広報紙  有料広告掲載の募集

明和町マスコットキャラクター
「めい姫」のイラストをご活用ください !!

　明和町マスコットキャラクター「めい姫」のイラストを地域のお知らせや看板などへの掲載、包装紙への印刷、めい姫

グッズの制作・販売など、さまざまな物に使用していただくことができます。ぜひ、ご活用ください。

○ご使用に際して

　・個人的に使用し、営利を目的としない場合は申請不要です。（使

用料無料）

　・営利を目的とする場合は、事前に申請が必要となります。

　　（町内に住所を有する個人又は企業等は使用料無料）

　・イラストのデザインを変えないでください。

　・めい姫や明和町のイメージを損なわないように使用してくだ

さい。

※�詳しくは、斎宮跡・文化観光課（☎52・7138）までお問い合わ

せください。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

●読み聞かせ
　ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを次
のとおり行います。たのしいおはなしがいっぱいあるよ。
【「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ】
■内容　絵　本「ぞうって、こまっちゃう」
　　　　　　　「ねこのなまえ」
　　　　紙芝居「ゆうらゆらかさのいけ」
■日時　4月 27 日（日）午後 2時～
■場所　ふるさと会館 1階児童室
【「会館スタッフ」による読み聞かせ】
■日時　4月 24 日（木）午前 11 時～
■場所　ふるさと会館 1階児童室
【「てんとうむし」による読み聞かせ】
■日時　4月 12 日（土）午後 2時～
■内容　絵　本「ちょっとだけ」
　　　　紙芝居「ぽぽんたのたんぽぽ」
■場所　ふるさと会館 1階児童室

○ワークショップ　「山野草の料理教室」
■日時　4月 26 日（土）午前 10 時～正午
■場所　中央公民館
■募集人数　10 人
■申し込み　4月 8日（火）～
■費用　200 円
■対象　どなたでも応募できます。

○ 4月特別展「ヨーロッパ印象派の絵画展」
　ふるさと会館所蔵の、ゴッホほかヨーロッパ印象派の
画家の作品（複写）の展示会です。
■期間　4月 8日（火）～ 29 日（火・祝）
■場所　ふるさと会館２階特別展示コーナー
■作品　ゴッホ「ライラックの茂み」　モネ「庭の女」　
シニャック「マルセイユ港」
ルノワール「鞭を持つ少女」　シスレー「セーヌ河畔の村」

○書庫開放…書庫で読みたい本を探せます。
本の倉庫である閉架書庫を 4月から下記のように開放し
ます。当面試験的に行いますので実施要領について途中
変更があることをご承知おきください。
①開放日　4月 15 日（火）、22 日（火）
午前 11 時～ 11 時 30 分
②募集　4月 8日（火）～
③募集人数　各日 1組（2人～ 3人）先着順
④ 5月分の募集については 4月 15 日（火）から受け付け
ます。

○ 4月の休館日
7 日（月）、14 日（月）、21 日（月）、28 日（月）、30 日（水・
月末整理日）
○ 29 日（火）は祝日開館（昭和の日）します。
○ 5月のＧＷ期間中（3日～ 6日）は祝日開館します。
○ 6月 2日（月）～ 12 日（木）の間、特別蔵書点検のため
休館します。
※詳しくは、ふるさと会館（☎ 52・7131）へお問い合わせ
ください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

☆機織り体験
　麻織り・絹織りから選べます。たて糸のデザインの種

類がいくつかあります。草木染めで染めた糸を使用して

おり、オリジナルの織物に仕上がります。4月1日より体

験料金が変更になりましたのでご了承ください。

■体験日時　4月16日（水）・27日（日）

　　　　　　午前10時～　／午後1時30分～

　　　　　　（所要時間：各回2時間弱）

■定員　麻　各回4人　絹　各回２人（先着順）

■参加費　各2,000円

■申し込み方法　ご希望日の前月の1日より、ご予約くだ

さい。

＊ご希望の方は1日コースもあります。

☆さいくう市
　今年度も毎月恒例の朝市さいくう市を第1・第3日曜日

に開催いたします。

　いつきのみやオリジナルのいつきおにぎりや黒豆入り

古代米おこわをはじめ、地元のお野菜などを販売いたし

ます。

■開催日時　4月6日（日）、4月20日（日）

　　　　　　午前9時～11時

＊雨天時は中止いたします。（少雨決行）

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、

いつきのみや歴史体験館（☎52・3890）へ

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

お知らせ
広報めいわ            ４月号平成26 年

（2014年）
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めいわ
三重県 明和町 広報紙 Public Information of Meiwa Town No.558

広
報

明和町マスコットキャラクター

©MEIWA town office.

め い 姫

今月号の主な内容

第32回斎王まつりの斎王役を菰野町の伊藤暁美さん（前列右から４人目）が務めることとなりました。
【詳しくは本紙８頁をご覧ください。】

年

月号4
2014

●特集：平成26年度予算（町長提案説明、一般会計ほか各会計）…2P～
●まちの話題：新斎王役に菰野町の伊藤さん…………………8P
●まちの話題：第７回美し国三重市町対抗駅伝結果 …………9P
●くらし：平成26年第1回明和町議会定例会ほか……………16P
●ひとまちふれあい企画：各種お知らせほか…………………18P
●明和町行政チャンネル番組表ほか……………………………28P

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容・時間等を予告なく変更する場合があり
ますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容
午前６

７
８
９
10
11

３月２７日（木）～
４月３日（木）

４月３日（木）～
４月１０日（木）

●明和ニュース：①小学校入学式
　　　　　　　②明和町人事異動 ほか
●明 和 コ ラム：第１０回いつきのみや梅まつり
●特　　　　集：第７回美(うま)し国三重市町対抗駅伝

●明和ニュース：①保育所卒園式
　　　　　　　②いつきのみや梅まつりフォトコンテスト ほか
●明 和 コ ラム：第３２回斎王まつり選考会
●特　　　　集：平成２６年度 町政方針

●明和ニュース：①小学校・幼稚園 卒業式
　　　　　　　②人権センター ミニ交流祭 ほか
●明 和 コ ラム：めい姫の小学校探検！～大淀小学校 のりすき体験～
●特　　　　集：町長定例記者会見

４月１０日（木）～
４月１７日（木）

●明和ニュース：①中学校入学式
　　　　　　　②明和町老人クラブ連合会 グラウンド･ゴルフ、ペタンク大会 ほか
●明 和 コ ラム：第３２回斎王まつり選考会
●特　　　　集：ようこそ！めいわツーリスト

４月１７日（木）～
４月２４日（木）

４月２４日（木）～
５月１日（木）

●明和ニュース：①明和町消防団 新入団員辞令交付式
　　　　　　　②明和町中央公民館 開講式 ほか
●明 和 コ ラム：中央公民館講座の紹介５～スケッチ、百人一首かるた会、健康太極拳～
●特　　　　集：町長定例記者会見

６：00
７：00
８：00
９：00

10：00
11：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

0：00
1：00
2：00
3：00
4：00
5：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

6：00
7：00
8：00
9：00

10：00
11：00

0：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム

午後０
１
２
３
４
５

６
７
８
９
10
11
深夜

0：20～6:00　休止

放送時間・番組

http://www.town.meiwa.mie.jp/ 
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈3月27日（木）～5月1日（木）〉

※放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新します。※特集前５分間は｢ゴーゴーはつらつ体
操｣を放送します。

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検
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